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■商標についてのお知らせ 

©Microsoft® . Windows® は、米国 Microsoft® Corporation の登録商標です。 

◎ Macintosh 面、 Mac 面、 MacOS 面は、 アップル]ンピュータ社の登録商標です。 

◎ Ethernet® は、實±ゼ□ックス社の登録商標です。 

©Super G™ は、 Atheros Communications, Inc. の商標です。 

◎ Adobe、Acrobat、Readerl ま、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国 
ならぴに他の国における登録商標または商標です。 

◎ I\/IN]28S0H0™ は、株式会社エタ.ティ.ティエムイーの商標です。 

◎ AutoB 冉 CP™、AutoDNS™. AutoMP™、 冉 utoNAT™、AutoPAD™、 冉 utoPPP™、 マルチアン 
サー™は、株式尝社ビー.ユー-ジーの商標です。 

◎その他の商品名、会社名は、各社の商標または登録商標です。 

■ご注意 

【電波に関して】 

♦この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 （VCCI) 基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置を家庭環境で使巧すると電波障害を引さ起こずことがあります。この場合には使用 
者が適切な对策を講ずるよラ要求されることがあります。 

取扱説明書にしたがって正しく取り扱いをしてください。 

♦本製品は電波法に基づき省電カデータ通信システムの無線局の無線設備として、巧術適合証明を受 
けていまず。したがって、本製品を使用するときに無線局のを許は必要ありません。 

♦本製品は技術基準適合証明を受けていまずので、ムソ下の事項を巧ラと法律で罰せ5れることがあり 
ます。 

-本製品を分解/改造すること 
-本製品の裏面に貼ってある班明ラベルをはがすこと 

【その他】 

♦本製品の故障、誤動作、不具合あるいは停電などのが的要因によって、通信などの機会を逃したた 
めに生じた損害などの純粋経済損失につさましては、当社は一切その責任を負いかねまずので、あ 
日かじめご了承ください。 

♦通信不良によって生じた損害につをましては、当社は一切その責任を負いかねまずので、あらかじ 
めご了承ください。また、通信内容の漏れにつきましても、当社は一切その責任を負いかねます 
ので、あ5かじめご了?承ください。 

♦このマニュアルの著作権は、すべて株式会社エヌ■ティ-ティエムイーに帰属しまず。 

♦このマニュアルの内容の一部または全部を無断で転用することは禁止されています。 

♦このマニュアルおよびソフトウェア、 A— ドウェア、外観の内容について、将来予告なしに変更す 
ることがあります。 

♦このマニュアルで使用している 「NTT」 といラ巧語は、 「NTT 東日本」 「NTT 曲日本」または 
「NTT コミュニケーシヨンズ」を指しまず。 
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安をにおほいいただ < ためにお読み < ださい 


A を意 


• 煙び出ている、変なにおいびするなどの異常状態の 
まま使用すると、火災•感電の原因になります。本 
製品の電源ケーブルをコンセントから抜を、煙び出 
なくなるのを確認してか bMN テクニカルセンタ 
く P .1 巨2〉へご連絡ください。お客様による修理は 
大蜜危険ですか5、絶対におやめください。 

-本製品を分解したり、改造したりしないでください。 
発熱•火災•感電 • 故障の原因になります。 

-誤って本製品を落下させたり、強い衝撃を与えた場 
合、内部の部品びがれる可能性びあります。本製品 
を振ってカタカタといラ音びしたとさ、あるいは本 
製品の動作び不安定なとさは、本製品の電源ケーブ 
ルをコンセントから披さ、 MN テクニカルセンタへ 
ご連絡ください。そのまま使用すると、火災•故障 
の原因になります。 

-本製品の内部に水などび入った場合は、まず本製品 
の電源を切り、電源ケーブルをコンセントから抜い 
て、 MN テクニカルセンタへご連絡ください。その 
まま使用すると、火災•感電の原因になります。 

-本製品の換気□をふさびないでください。凳熱など 
により、火災•感電•故障の原因になります。 

• 本製品のそばに花びん、植木鉢、コップ、化粧品、 
囊品の入った容器、またはかさな金属類を置かない 
でください。こぼれたり本製品の内部に入った場合、 
火災 • 感電の原因になります。 

• 電源ケーブルを傷つけたり、破損したり、加工した 
り、無理に巧げたり、引っ張ったり、ねじったり、 
きつく束ねたりしないでください。また重いものを 
載せたり、加熱したりすると電源ケーブルが破損し、 
乂災•感電•故障の原因になります。電源ケーブル 
び傷んだ5、 MN テクニカルセンタへご連絡くださ 
い。 

•本製品を設置する場合は、必ずアース線を接続して 
ください。アース線を接続しないと、火災•感電の 
原因になります。また、アース線は、ガス管や水道 
管に接続しないでください。火災•感電の原因にな 
ります。 

• 城れた手で電源ケーブルを抜を差ししないでくださ 
し、。感電•故障の原因になります。 

-本製品が薬品や有害ガスに触れないよラにしてくだ 
さい。腐食する恐れびあります。また、本製品に有 
害な物質が付着することになり、人体に害をおよぼ 
す恐れびあります。 


み 


• AC 1 Q 0 V の家庭用電源政外では、絶巧に使用しな 
いでください。火災 • 感電 • 故障の原因になります。 

©設置場所 

• 屋がでの使用は、故障の原因になります。屋内でご 
使用ください。また、直射日光のあたるところや、 
湿度の高いところに置かないでください。内部の温 
度が上びり、火災や故障の原因となることびありま 
す。 

• 冷暖房機器の近くや、通風口からの風びあたるとこ 
ろに置かないでください。火災や故障の原因となる 
ことがあります。 

• 極端な高温または低温は、故障の原因になります。 
通常の室温 （10 〜已0む）でご使用ください。 

• 結露するような場所で使用しないでください。温度 
差の激しい環境を急に移動した場合、本製品は結露 
する恐れがありますのでご注意<ださい。故障の原 
因になります。結露した場合、本製品を乾燥させる 
か、長い時間同じ環境に置いた後、ご利用ください。 

• ほこりの多い場所に置かないでください。火災•感 
電•故障の原因になります。 

• 調理台のそばなど油飛びや湯気の当たるよラな場所 
に置かないでください。火災•感電•故障の原因に 
なります。 

• ぐ5ついた台の上や傾いたところなど、不安定な場 
所に置かないでください。また、本製品の上に重い 
ものを置かないでください。バランスびくずれて倒 
れたり、落下してけびの原因となることびあります。 

-動作中は内部の温度び上がり、本製品のが側も熱く 
なるため、他の装置等の上に本製品を重ねて設置し 
ないでください。また、ビニール製のものなどを本 
製品のそばに置かないでください。蜜色 • 変形の原 
因になります。 

• ガス腐食等を伴ラ環境（塩•酸•アルカ U 等）には 
置かないで<ださい。故障の原因になります。 

• 強い磁場を伴ラ環境には置かないでください。故障 
の原因になります。 

• 各ケーブルは所定のコネクタに接続してください。 
接続を誤ると、故障の原因になります。 

-本製品やケーブルび人体などと接細するよラな場所 
に置かないで<ださい。ケーブルの切断の原因や、 
落下による本製品の故障の原因になります。 

• 高圧線や通信用アンテナのそばでは、正しく通信で 
さないことびあ0ます。 
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A 注意 


◎お使いのとさ 

-本製品の小さな巧を含むすべての巧に、異物を挿入しない 
でください。感電-故障の原因になります。 

-電源ケープルを抜くときは、必ずプラグを持って抜いてく 
ださい。電源ケーブルを引っ張るとケーブルび傷つを、乂 
災-感電や断線の原因になります。 

-ケープルを接続するとさは、本製品および接続機器の電源 
を切ってから行ってください。火災■感電•故障-事故の 
原因になります。 

-近くに雷び発生したときは、電源ケーブルのコンセントを 
抜を、すべてのケーブルをがして、ご使巧をお控えくださ 
し、。ケープルの接続や切断、または製品の導入や保守の作 
業ち行わないでください。雷によって、乂災•感電の原因 
となることびあります。 


本製品のが装び巧れたとさは、水で薄めた中性洗剤に軟ら 
かい布を浸し、よくしぼってから拭き取り、さらに乾いた 
巧で拭いてください。 

本製品に乗らないでください。特に小さなお子様のいる家 
庭ではご注意ください。本製品び壊れて、けびの原因とな 
ることびあります。 

本製品の電源を OFF にした媛、再度電源を曰 N にする場合 
には、]0砂し U 上待ってください。瞬時に電源を ON にする 
と、正常に本製品びリセットされない場含びあります。 

曰本国政がで使巧しないでください。本製品は、日本国内 
での使用を目的に設計-製造されています。したがって、 
曰本国がで使用された場含、本製品およびその他の機器を 
壊す恐れびあります。また、当該国の法令に抵触する場合 
びあるので、使用できません。 


(^ TOP ) ぉ願ぃ 

◎お使いのとき 

• 動作中に接続ケーブルなどびはずれたり、接続び不安定に • 本製品のそばにコードレス電話機やテレビなどの電子機器 

なると、誤動作の原因になります。コネクタをしっかり接 類を設置しないでください。電子機器類に雑音やノイズび 
続し、動作中は、コネクタの接続部に輔れないでください。 発生したり、正常に動作しないことがあります。 


A 注意 

■無線 LAN 製品ご使用時の、セキュ U テイに関するご注意（お客様の権利（プライバシー保震）に関する重要な事項です) 


無線 LAN では、 L 冉 N ケープルを使用する代わりに、電波を 
利用してパソコン等と無線アクセスポイント間で情報のやり取 
りを行ラため、電波の届く範囲であれば自由に LAN 接続び可 
能であるといラ利点びあります。 

その反面、電波はある範囲のであれば障害物（壁等）を越え 
てすベての場所に届くため、セキユ U テイに関する設定を行つ 
ていない場合、政下のよラな問題び発生する可能性びあります。 

♦通信内容を盗み見られる 

悪意ある第三者び、電波を故意に傍受し、 ID やパスワード又は 
クレジットカード番号等の個人情報メールの内容等の通信内容 
を盗み見られる可能性びあります。 

♦不正に侵入される 

悪意ある第兰若び、無断で個人や会社内のネットワークへアク 
セスし、個人情報や機密情報を取り出ず（情報漏洩)、特定の 
人物になりすまして通信し、不正な情報を琉す（なりすまし）、 
傍受した通信内容を書さ換えて発信する（改ざん）、コンピユ 
ータウイルスなどを流しデータやシステムを破壊する（破壊）、 
などの行為をされてしまう可能性びあります。 

■無線 LAN の電波に関するごま意 

-む臓ペースメーカーを使用している人の近くで本製品を使 
用しないでください。む臓ペースメーカーに電磁巧害をあ 
ぼし、危険です。 

-医療機器の近くで本製品を使用しないでください。医療機 
器に電磁巧害を及ぼし、危険です。 


本来、無線 LAN カードや無線アクセスポイントは、これら 
の問題に対応するためのセキュ U ティの仕組みを持っています 
ので、無線 LAN 製品のセキュ U ティに関する設定を行って製 
品を使巧することで、その問題び発生する可能性は少なくなり 
ます。 

従って、お客様がセキュ U ティ問題発生の可能性をかなくす 
るためには、無線 LAN カードをご使巧になる前に、必ず無線 
LAN 機器のセキュ U ティに関する全ての設定をマニュアルに 
したびって行って < ださい。 

なお、無線 L 冉 N の仕様上、特殊な方法によりセキュ U ティ 
設定び破5れることちあり得ますので、ご理解の上、ご使巧下 
さい。セキュ U ティの設定などについて、お客様ご自分で対処 
できない場合には MN テクニカルセンタ く P. 162 〉 までお問い 
合わせ下さい。 

当社では、お客様びセキュ U ティの設定を行わないで使用し 
た場合の問題を充分理解した上で、お客様自身の判断と責任に 
おいてセキュ I 」テイに関する i 曼定を行い、製品を使巧すること 
をお奨めします。 


電子レンジの近くで本製品を使用しないでください。電デ 
レンジによって本製品の無線通信への電磁巧害び発生し 
ます。 
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通信料金についてのご注意 


特に旧 DN 回線、 FOMA/PHS/ モデムの対応 PC 力ードでご利用のちは、下記の点にごを意ください。 


A 注意 

◎自動接続時の予想外の通信料金について 

本製品には、 LAN 上のパソコンび自動的に回線を接続して相手先にアクセスできる機能びあります 
(自動接続）。自動接続の設定をしていると、ネットワークの設定内容、運巧やパソコンにインストー 
ルされているソフトウェアの設定などによって、回線び長時間接続されたり、意図しない自動接続び 
行われ、予想外の通信料金（電話料金やプ□バイダへの接続料金）びかかることがあ0ます。利用時 
間に応じて課をされる契約の場合は、ごま意ください。 

◎通信料金による自動接続制限が正しく働かない場合 

-本製品には、一定の通信料金を超えた5自動接続しないよラにできる機能があります（自動接続制 
限)。 

ただし、次の場合は、に DN 回線網から料金情報が通知されないため、料金による自動接続制限げ 
正しく働をません。ごを意ください。 

- PHS 電話機に発信した場合 

-電話をかける隙、先頭に「日日33 (NTTZIS ユニケーシヨンズ)」「0日1 (KDD 株式含社)」 
「0088 (曰本テレコム株式会社)」などの番号を付けた場合 
• マイライン登録をしている場含 
- PHS 電話機を利用した機器に PIAFS で発信した場合 

- PHS 電話機を利用した機器からのアクセスを受信した際に、本製品か5コールバックした場合 
- FOMA/PHS/ モデムの対応 PC 力ードを使って通信する場合は、通信料をによる自動接続制限は一 
切働さません。ごミ主意ください。 

◎プ□バイダを解約した場合のご注意 

プ□バイダ契約を解除したとさは、そのプ n バイダに接続するための設定を、本製品およびパソコン 
か5すべて削除してください。削除しないまま本製品をお使いになると、意図しない電話料金や接続 
料金を請求されることびあります。上記のような場合に生じた経済損失につさましては、当社は一切 
その責任を負いかねますので、あらかじめご了承ください。 
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本製品のマニュアルの使い方 


本製品のマニュアルについて 

本製品に付属のマニュアルは、2種類あります。 
◎おまかせ設定ガイド （1 枚） 

本製品の設置か5インターネット接続、および 
ISDN の場含の基本的な電話の設定について、かん 
たんに図解してあ0ます。 

◎導入/設定ガイド（本書） 

本製品の設置、インターネット接続、電話機の使い 
方を解説しています。 

また、 「 I \/ IN ]28- S 日 H 日ホームぺージ」 〈 P .1 日2> 
から下記のマニュアル （ PDF ファイル）をダウン 
□ードすることがでさます。必要に応じてお読みく 
ださい。 

◎活巧ガイド〜初級編、中•上級編 （ PDF ファイル） 
本書に記載していない、すべての機能を解説してい 
ます。 

◎活用ガイド〜 RS -232 C シ U アルポート編 (PDF 
ファイル） 

RS -232 C シリアルポートに接続したパソコンの使 
い方について解説しています。 

◎リファレンス•八ンドブック （ PDF ファイル） 

設定ページの全項目、および、 AT コマンドや電話 
機からの設定コードについて解説しています。 


PDF ファイルの使い方 

活用ガイド、 U ファレンス•八ンドブックは 、 PDF 
形式のファイルです。お読みになるとさは、 
Adobe Acrobat Reader 4.0 上が必要です。 
お使いのパソコンにインストールされていない場合 
は、下記のホームページから 、 [Get Adobe 
Reader ] ボタンをク U ックすると、ダウン□ー ド 
することがでさます。インス!-ールしてお使いくだ 
さい。 

http :// www . adobe . co . jp / 


使用しているマークについて 

このマニュアルで、使用している記号の意巧は次の 
とおりです。 

A 警ち 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 
ると、人が死 t または重傷を負ラ可能性 
がある内容を示しています。 

A 注意 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 
ると、人が傷害を負ラ可能性が想定され 
る内容を示しています。 

( S 叫 お願い 

この表示を無視して誤った取り扱いをす 
ると、この製品本来の性能を発揮でさな 
かったり、機能停止を招く内容を示して 
います。 

1 isdn ] 

この表示がある解説は、に DN 回線でお 
使いのちのみお読み < ださい。 

このマニュアルの表記について 


このマニュアルでは、次の用語を使用しています。 


本製品： 「 MN ]28- S 日 H 日旧3」を指します。 

ブ□-ドバンド： ADSL 、 CATV 、 FTTH (光フ アイ 
バー）を利用した通信を指します。 

ISDN : NTT の ISDN 回線 サービス である 「 INS ネット 
色4」を指します。 

専用線： NTT ® 「八イ-スーパーディジタル回線」、 
r ディジタルアクセス目4」、「ディジタルアクセス128」 
を指します。 

LAN 上のパソコン：「本製品の LAN ポートに接続 
しているパソコン」および r 本製品の LAN ポートに 
つないだ八ブに接続しているパソコン」のことを指 
します。 

Windows XP : Microsoft Windows XP Home 
Edition (日本語版）および Micros 日 ft Windows XP 
Professional (日本語版）を指します。 

Windows 2000 : Microsoft Windows 2000 
Server (日本語版）および Microsoft Windows 
200 日 Professional (日本語版）を指します。 
Windows 98 SE : Microsoft Windows 98 SE (S 
本語版）を指します。 

Windows Me : Microsoft Windows Millennium 
Edition (日本語版）を指します。 
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対応無線 LAN カードを取り付ける . 

対応無線 LAN カードを使うとを . 

WPA - PSK を設定し、 

無線 LAN のセキユ U テイを強化する 
Super G を利用するとき . 


〇 FOMA / PHS / モデムの対応 PC 力ードを使う 

F 日 MA / PHS / モデムの対応 PC 力ードを使う•■■•84 
F 日 MA / PHS / モデムの対応 PC 力ードを 

設定する••••8目 


発信するための設定をしましよう . 87 

着信するための設定をしましよう . 88 


〇ブ□-ドバンドでインターネットに接続しましよう 


設定する前に確認してください . 42 

設定ページを開さます . 43 

設定ぺージで設定する① . 4已 

巨フレッツ、フレッツ -ADSL など、 PPPoE を採巧し 
ているプ□バイダの場合 

設定ぺージで設定する霞 . 己] 

Yahoo ! 已巨や CATV インターネッ I - など、 PPPoE を 
採用していないプ□バイダ ( DHCP ) の場合 

設定ぺージで設定する感 . 已3 

固定の IP アドレスを割り当てるプ□バイダの場合 

インターネットに接続しましょう . 已已 

PPPoE マルチセッションを利用する . 已目 

VoIP アダプタを使巧するには . 60 

& ISDN でインターネットに接続しましょう匹回 

設定する前に確認してください . 62 

端末型ダイヤルアップ接続の設定 . 63 

端末型ダイヤルアップ接続する . 目已 

端末型ダイヤルアップ接続を切断する . 66 

フレッツ.に DN で常時接続する . 67 


y 巧応無線 LAN カードを使ラ 


安全にお使いいただくためにお読みください ] 
通信料金についてのご注意3 
本製品のマニュアルの使い方4 
そのほかのマニュアル （ PDF ) のちくじ7 


1はじめに 

製品概要 . 12 

こんなことびでさます① 

インターネットに接続するとさ . 14 

こんなことびでさます透） 

電話機や FAX を使うとを .] 已 

各部の名称とはたらを . 16 

設置する前に確認してください . 19 

C パソコンの準備をしましょう 

ネットワーク設定を行います . 22 

〇本製品を設置しましょラ 

回線と本製品を接続しましょラ . 28 

本製品にパソコンなどを接続しましょラ . 29 

電源を日 N にしましょう . 31 

停電時に使えるようにする . 32 

4本製品の設定の流れ 

ブ□ー ドバンドでインターネット . 36 

に DN でインターネット 匹西] . 37 

ブ□-ドバンド +ISDN でインターネット 应日 - -38 
F 日 MA/PHS/ モデムの 

対応 PC 力ードでインターネット•••一 39 


2 5 91 
7 7 7 8 


己 










































9 電話機や FAX を使いましょう 


アナ n グ機能の設定ぺージを開く . 92 

TEL ポートの機器を指定する . 93 

ナンバー-ディスプレイ/キャッチホン•ディスプレイ/ 
ネーム•ディスプレイ対応電話機を使用するとさは -94 

L モード対応電話機を使用するときは . 96 

電話をかける/受ける . 97 

内線電話をかけるには . 99 

本製品につなげった他の電話機に転送できます 

(内線転送） . 100 

電話番号を登録しましょう . 101 

電話のかけ方を詳しく設定しましょう . 103 

ダイヤルイン登録番号ごとに 

着信ポートを設定する . 104 

電話の呼び出し音を変更する .] 0已 

電話の音量を調節できます . 106 

通話中に他の電話を受け5れます 

(擬似キャッチホン） . 107 

通話中、他の相手に電話をかける 

(通話中発信） . 109 

かかってきた電話を転送できます 

(擬似着信転送） . 111 

電話機と FAX を区別する番号を付け5れます 

(サブアドレス） . 112 

モデムダイヤルイン機能を設定する . 113 

相手に電話番号を通知する/しないを 

設定できます . 117 


パソコンで通信中でも 

電話機や FAX を使うことびできます••••119 
電話機と FAX に別々の電話番号を付け5れます 
(ダイヤルインヴービスとグ □- バル着信） -120 


i • ナンパ'-を利用でをます . 121 

フレックスホンを利用でをます① 

フレックスホンとは . 123 

フレックスホンを利用でをます③ 

キヤッチホン（コールウェイティング）を利用する‘124 

フレックスホンを利用でをます® 

兰者通話を利用する . 126 

フレックスホンを利用でをます® 

通信中転をを利用する . 129 

フレックスホンを利用でをます⑥ 

着信転送を利用する . 132 

INS ボイスワープサービス/ 

マジックボックスを利用でさます . 133 

迷惑電話おことわりサービスを利用でをます ■ • 13已 
な0わけサービスを利用できます . 139 


10 付録 


本製品の設定は変更していないのに 

設定ぺージび開かないとさ . 142 

本製品の IP アドレスを変更した5 

設定ページび開かなくなったとを . 148 

LAN 上のパソ]ンの通信によって意図しない 

自動接続び起こるときは . 149 

そのほかのトラブル . 151 

ルータ機能の設定を購入したときの状態に 

扶すには . 1己目 

ファームウェアをアップデートするには . 157 

エラーコードー賣 . 158 

巧語解説 . 160 

お問い合わせ先 . 162 

仕様 . 164 


已 






































そのほかのマニュアル （ PDF ) のを< じ 


政下のマニュアルは、インターネットに接続して、 MN 128- S 日 H 日ホームページ 〈 P .162> からダウン 
□ー ドしてください。 


活用ガイド〜初級編 

1ブ□ードバンドでインターネットにアクセス 

PPPoE 接続 

PPPoE セッションキープアライブを使う 
PPPoE セッションキープアライブの 
バックアップ機能を使う 

2に DN でインターネットにアクセス 匹回 

パソコン]台でインターネット接続 （128 Kbps ) 
パソコン3台でインターネット接続 
日 CN エコノミー接続する 

3接続する 

手動で接続する 
自動接続する 

指定時間内だけ自動接続でさる 

時間によって自動接続するプ□バイダを変更する 

一定通信料金を超えたら自動接続しない 

一定回数を超えた5自動接続しない 

自動接続制限状況を見る/制限を解除する 

4切断する 

手動で切断する 

一定時間通信しないとき自動切断する 

指定時間内だけ自動切断するまでの時間を変更する 

指定時間内だけ自動切断しない 

曰通信時間 

1回の接続で通信でをる時間を制限する 

6 メール着信通知 

方ール着信通知機能について 
指定した時間間隔で方ールの着信を確認する 
指定した時刻に ールの着信を確認する 
手動ですぐに方ールの着信を確認する 
特定の方ールだけ確認する（フィルタ） 

着信した^ールを設定ページで見る 
着信した ールを消去する 

7 メール転送 

着信した ールを転送する 
転送できたかどラか確認する 

8 Messen 呂 er を使つ 

Windows Messen 呂 e 「、 

MSN Messenger を使う 


9リソース巨 OD 機能を使う医西] 

通信中に電話の発信/着信げできるよラにする 

10保守 

時刻を設定する/修正する 
ユーヴ I □とノ くスワードを設定する 
接続状況を確認する 
接続/切断 n グ情報を見る-消まする 
通信料金情報を見る/消去する 
1ヶ月ごとの通信料金情報を見る 
本製品の IP アドレスを確認する 
設定を確認する 
設定をファイルに保をする 

/保存した設定を書さ込む 
設定を購入時の状態に戻す 
本製品のファームウェ 了の )(ージョンを確認する 
本製品をノ（ージョンアツプする 
本製品を再起動する 

11付録 

困ったとさは 

設定ページエラーー覧 

クイック設定で自動的に設定されるフィルタ 

お問い合わせ先 

巧語解説 


活用ガイド〜中-上級編 

1 LAN 環境を整える 

既存の LAN 環境で使用する 

(1) 購入時の IP アドレスのまま導入する 
既存の LAN 環境で使用する 

(2) 本製品の IP アドレスを変更して導入する 
DHCP / 目00 TP ヴーバ機能を使ラ 
AutoDNS 機能を使ラ 

IP アドレスの再取得方法について 
TCP / IP 設定早見表 
簡易 DNS サーバに する 
DHCP / 巨00 TP ヴーバ機能で割0当てる 
IP アドレスとパソコンの組み含わせを固定する 

2インターネットのアクセス 

パソコン3台のラち、特定の1台だけで 

インターネットに接続する（端末型） 
パソコン10台のラち、特定の已台だけで 
インターネットに接続する（端末型） 
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PPPoE (IP アドレス払い出し） 

LAN 型ダイヤルアップ接続する 
パソコン1日台のラち、特定の3台だけで 
インターネットに接続する （ LAN 型） 

専巧線でインターネットに接続する 

3複数のプ□バイダに接続する 

本製品に接続した3台のノくソコンのラち 
1台はプ□バイダ A へ 
ほかの2台はプ□バイダ B へ 

4インターネットを活用する 

DMZ ホストを設定する 
WWW サーバを公開する（端末型） 

サーバを立ち上げて公開する （ NAT 未使用） 

ブ n — ドバンド接続をしなび5 
に DN 回線で尝社に接続する 
ブ n — ドバンド接続をしなび5に DN 回線で 
遠隔地のパソコンか5着信を受ける 
フレッツ-グループアクセスを利用する 
フレッツ-に DN のとさインターネットへの 
接続とフレッツ-スクウェアへの 
接続を使い分ける 
本製品の TA で着信しない 

スループット目日□機能/目 ACP 機能を使う ^ 

己 VPN を構築する 

PPTP を利用して本製品同±で VPN を構築する 
PPTP で Windows の 

U モートアクセスを受け付ける 
VPN パス スルー 

6 LAN 間接続 

本製品同±でネットワーク接続する 匹回 
本製品同±で専巧線ネットワーク接続する 匹回 
Windows 間で共有フオルダを利用する 

7ルータ機能のセキュリティ 

ステルスモードにする 
SPI 機能を使ラ 
DoS 攻撃防御機能を利巧する 
IP フィルタの設定 

暗号化されたデータのや0とりをする 

8無線 LAN のセキュリティ 

無線 LAN を安全に使ラポイント 

接続でさる端末を制限する 

無線 LAN の通信を暗号化する （ WEP を使用する） 

無線 LAN の通信を暗号化する 

( WPA - PSK を使用する) 

SSID び空白または 

「 ANY 」 に設定された端末との通信を拒否する 


日コールバック接続する匹回 

C 目 CP コールバック （ ISDN 、 モデムカード) 
無課金コールバック 

10リモートアクセスサーバ匹回 

リ モー トアクセスサーバにする 
円 AFS 通信機器か5着信する 
コールバック着信する 
着信できる時間帯を制限する 
グ□ーバル着信、 

ヴブアドレスグ□ーバル着信を設定する 

11その他の接続ち法 

numbered 接続する 

固定したルート（スタティックルート）で 
通信する （ WAN 側） 

固定したルート（スタティックルート）で 
通信する （ LAN 側） 

12保守 

Syslo 呂 ヴーノりこ出力する 
IP 経路情報を見る 

13付録 

困ったとさは 

設定ページエラーー覧 

クイック設定で自動的に設定されるフィルタ 

お問いをわせ先 

技術解説 

用語解説 


活用ガイド〜 RS - 232 C シリアルポ-卜編 应 3 

1データ通信する 

1-1 本製品をセットアップする 

設定ファイルをダウン□ー ドする 
セットアップする 

1- 2 インターネットにアクセスする 

確認すること 
プ□パイダを設定する 
ポートの通信速度を設定する 
接続する 

2□チャネルパケット通信をする 

2- 1 X .2 S コマンドによる□チャネルパケット通信 

X .28 コマンドについて 
基本的な操作ちまについて 
2-2 AT コマンドによる D チャネルパケット通信 
AT コマンドによる 

□チャネルパケット通信について 
基本的な操作ちまについて 
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リファレンス-八ンドブック 

1設定方法について 

1-1 設定ページ （ LAN ポートのパソコンか 5) 

設定ページについて 
設定ページの開さ方 

1-2 設定コード（電話機から） 

電話機か5設定コードで設定する 
クイック設定コードを使ラ 

1- 3 AT コマンド （ RS -232 C シ U ア J レポートの 

パソコンから） 

AT つマンドにつし、て 
AT コマンドの書式 
AT コマンドの入力方法 
応答コードについて 
設定内容の保存、初期化について 
S レジスタについて （ TA 機能のみ） 

TA 機能の動作状態について 

2設定ページリファレンス 

2- 1 接続/相手先登録（詳細設定） 

2-2 自動接続相手先（詳細設定） 

2-3 本体設定（詳細設定） 

2-4 ルータ設定（詳細設定） 

WAN 
LAN 
に DN 

2-5 セキュ U ティ設定（詳細設定） 

2-6 方ール設定/一覧（詳細設定） 

^~ J レ着信通知設定 
着信メールー覧 
2-7 TA 設定（詳細設定） 

2-8 アナ n グ設定（詳細設定） 

ポートごと 
ポート共通 
ダイヤルイン 

2-9 PC カード設定（詳細設定） 

使用状況 
無線力ード設定 
モデムカード設定 
2-1 日 UPnP 設定（詳細設定） 


擬似フレックスホンの設定 
フレックスホンの設定 
ダイヤルイン番号で本製品の動作を指定 
着信転送の設定 
TEL ポートか5の発信禁止 
電話機か5の設定モードを切0誓える 
設定の初期化-保存-表示 

3-3 TA 機能用 AT コマンド 

通信の設定用 AT コマンドー賣 

INS ネット目4の設定用 AT コマンドー覧 

S レジスター 賣（標準） 

S レジスター 賣（オリジナル） 

応答コードー賣 
網切断理由一覧 

3-4 TA 機能用 X 2 S コマンド 
X ぶ8コマンドー覧 
PA □パラ方一夕一覧 

S レジスター賣（オリジナル：パケット関係） 
PA □サービス信号一覧 
リセットヴービス表—覧 
切断サービス表示一賣 
エラーサービ乂表巧一島 

3-已 TA 機能用 AT コマンド 

( D チャネルパケット通信時） 

AT ] マンドー賣（□チャネルパケット通信時) 
S レジスター 賣 

(標準- D チャネルパケット通信時） 

S レジスター 賣（パケット関連） 

応答コードー賣のチャネルパケット通信時) 
3-6 全設定消ま用 AT コマンド-設定コード 

4付録 

AT コマンド-設定コード早見表 

(ルータ機能用/アナ n グ機能用/ 

全設定消去用） 

AT コマンド早見表 （ TA 機能用） 


3 コマンド*設定コードリファレンス 

3-1 ルータ機能巧 AT コマンド-設定コード 
ルータ機能の設定 

3-2 アナ n グ機能用 AT コマンド-設定コード 
TEL ポートの設定 
発信を番号通知の設定 
ク〇—ノりレ着信の設定 
内線の直接発信 
i •ナンバーの設定 
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STEP 

1 はじめに 


本製品をお使いになる前にお読みください。 

製品概要 12 

こんなことびでさます① 

インターネットに接続するとき ]4 

こんなことびでさます② 

電話機や FAX を使うとき匹回 ]已 

各部の名称とはた日さ ] 己 

設置する前に隨忍してください 19 



製品概要 


本製品は、プ□ー ドバンド通信と ISDN 通信の両方に対応したルータです。高速なブ□ー ドバンド通信は 
ちちろん、に DN 回線を使用した、インターネット接続•電話機 （ FAX ) による通話、 D チャネルパケッ 
卜通信など、多彩な通信を行うことができます。また、本製品の PC カードス□ットに、対応無線カード 
を装着することで、無線 LAN が構築できます。 

ブ□-ドバンドでインターネット接続するときの形態例 


◎目フレツツなどの光フアイノ（一でインターネット接続するとさ 



◎フレッツ • ADSL などの ADSL でインターネットに接続するとき 



◎ CATV インターネットに接続するとき 
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め/ AN ポート 


光回線終端装置 


LAN ケーブル 


光ファイバー接続 
インターネットプ□バイダ 



ブ□ー ドバンドとに DN を併用することもできます 

◎ ADSL プ□バイダに接続してインターネット接続し、同時に旧 DN 回線を和用して会社に接続する例 



WAN ポート 


無線 LAN を利用することちできます 

©無線 LAN を利用して目フレッツなどの光ファイバーでインターネット接続する例 


本製品の機能について 

本製品の機能を、本書では次のよラに記載します。 


ルータ機能 LAN ポート （ LAN 1 〜 4) に接続したパソコンから、インターネットに接続する機能を 
_指します。ブ□-ドバンドか ISDN 回線かは問いません。_ 

アナ □グ機能に DN 回線を使用して、本製品の TEL ポートに接続した電話機や FAX などのアナ□グ機 

_器を使って通話する機能を指します。_ 

TA 機能 本製品の RS -232 C シ U アルポートに接続したパソコンから、 ISDN 回線に TA として接 

続する機能を指します。 


対応 0S —覽 

本製品は、下記日 S に対応しています。 

Microsoft Windows XP 
Microsoft Windows 2000 
Microsoft Windows 98 SE 
Microsoft Windows Me 
Apple Mac OS 日《’1 
Apple Mac 日 S X が 

Mac 日 S 9.2.]で動作確認をしております。なお、 TA 機能には対応していません。 

& 2 Mac 日 S ] 日ぶ.己で動作確認をしております。なお、 TA 機能には対応していません。 


A 本製 s 


的 

5夏 


はじめに 
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こんなことびでをます①インターネツトに接続するとき 


高速スループット 

ADSL 、 CATV インターネット、 FTTH など高速イン 
夕ーネットを快適に利巧できます。 

PPPoE クライアント /DHCP クライアント 

PPPoE クライアント機能を搭載。 PPPoE を採用して 
いるプ□バイダに接続してインターネットを利用でさ 
ます。また、 DHCP クライアント機能も搭載している 
ので、 DHCP 接続のプ n バイダにち接続でさます。 

ご契約の回線に応じて、回線に対応した光回線終端装置、 
ADSL モデム、 CATV モデム等び必要です。 

PPPoE 7ルチセッション 

異なる複数の PPPoE セッションを最大4箇所まで同 
時に接続することびでさます。これによ〇プ□バイダ 
とフレッツ•スクウ X ア等、複数のプ□バイダへの同 
時接続び可能となります。マルチセッション用の設定 
サンプルちあらかじめ巧意されているので簡単です。 

ご契約の回線の PPP セッション数上限値が4セッションよ 
り少ない場合、回線の上限値び最大同時接続数となります。 

PPPoE セッションキープアライブ 

PPPoE 接続び異常切断した場含でわ、自動的に回線 
の接続を回復するセッションキープアライブ機能を搭 
載しています。 

Unnumbered 接続対応 

複数のグ□ーノりレ IP アドレスを取得して LAN 型で接 
続する形態に対応しています。また、ネットワーク側 
に IP アドレスを付与しない 、 Unnumbered (アンナ 
ンバード）方式の接続お態にち対応しています。 


UPnP 

UPnP(Universal Plus and Play ) に対応 。 Windows 
Messenger/MSN Messen 畳 e 「 の音亩チ ヤツ トやフア 
イル送信などび利巧でさます。 

《 LAN 巧の端末び UPnP に対応している必要びあります。 

VoIP アダプタ対応 

本製品に VoIP アダプタを接続すると、今お使いのア 
ナ□グ電話機で IP 電話を利用することびでをます。 

ステートフル•パケット•インスペクション 

受信した IP パケットの内容を読み取0、通過させるか 
破棄するかを自動的に判別する、ステートフル-パケッ 
卜•インスペクションに対応。より強固なセキュ U ティ 
が可能です。 

DoS 攻撃防御 

DoS 攻撃防御機能を利巧すると、本製品への不正なア 
クセスを検知し、 LAN 側ネットワークを防御します。 

無線 LAN 機能 

本製品対応の無線 LAN カード（オプション）を装着 
すると、無線 LAN を構築できます 。 IEEE 802.1 lb 、 
802.11畳に対応。 

通信相手を特定するための識別番号 SSID に対応して 
いるため、 SSID び一致した相手とのみ通信が可能で 
す。また、本製品か5発信する SSID 情報を隠すこと 
もでさるので、不正アクセスの防止が巧能です 。 WEP 
(Wired Equivalent Privacy )、 WPA-PSK をヴポー 
卜した無線 LAN 力ー ドにも対応しています。 


VPN/VPN パススルー 

VPN ( Vi「tual Private Network ) に巧応しています。 
本製品はプ〇トコルに PPTP ( Pomt - to-Pomt Tun - 
nelh 呂 Protocol ) を採巧し VPN ダートウエイとして 
動作します。 VPN サーバの機能にわ対応していますの 
で、 Windows など PPTP クライアント機能をもった 
端末か5接続することび巧能です。 

また PPTP パススルー、 L 2 TP パススルー、 IPSe 巳 
ノてススルーの3種類の VPN ノ（ススルーに対応。企業 
内 サーバ 等へのセキュアな U モートアクセスび実現で 
さます。 

DMZ ホスト 

インターネット側か5のアクセスを LAN 内の特定の 
端末に転送できる DMZ(DeMilitarizecl Zone ) ホスト 
磯能を搭載しています。 NAT(Network Address 
Translation ) または NAPT ( Netwci「k Address Port 
Translation ) で変換されなかった通信をすべて DMZ 
ホストに転送することびでさます。使用ポートび特定 
できないネットワークゲームを使用する場をなどに便 
利です。 

《すべてのネットワークゲームに対応でさるわけではありま 
せん。 


Super G 対応 

アセ□ス-コ S ユニケーシヨンズ社び開発した、無線 
スループットの高速化技術 「Super G 」 に対応してい 
るため、無線 LAN を快適に利用でさます。 

MAC アドレスでの無線端末制限 

無線で通信する際、登録した MAC アドレスを持つ機 
器政外か5の接続を禁止することびでさます。 

IJ モートアクセス 

に DN 回線接続時に、に DN 、 PIAFS などのリモート 
アクセスを受け5れます。また、 F 0 MA / PHS / モデム 
カードを使用することによって、 U モートアクセスび 
可能になります。 

F0MA/PHS/ アナ□グルータ 

F 日 MA / PHS / モデムの PC 力ードを使用ずることによ 
り、 FOMA / PHS / モデムでダイヤルアップするルータ 
として使用でさます。 
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す。複数のダイヤルイン契約をしている場合、 TEL 
ポートごとにどの番号を通知するか選択することびで 
きます。また、通知の方法わ「通知」 r 非通知」「契約 
による」か5選択することび可能です。 

音量調節 

TEL ポートごとに通話の音量を調整することびできま 
す。受話音量、送話音量、それぞれについて設定する 
ことびできるので、こち5の声はよく聞こえているよ 
ラだび聞さ取りづらい、とか、ファクシミ U の送信の 
音び大さ<て割れるなどの場合に、細かな設定び可能 
です。 

通信中着信通知 （U ソース BOD) 

ルータ機能を使用して同じ相手先に2目チャネルで 
データ通信中、アナ n グの着信びあった場含、]目 
チャネルを TEL ポートに割り当てデータ通信は1目 
チャネルで通信し、 TEL ポートの通話び終了すると 
2目チャネルのデータ通信に戻る機能です。 

内線通話/転送 

TEL ポート]と2で内線通話び可能です。 

また、片方の TEL ポートで通話している外線電話をち 
ラ片方の TEL ポートに内線転送することびでをます。 

i •ナンバー対応 

本製品は i •ナンバーに対応しています 。 i •ナンバー 
で契約した3つの電話番号で本製品の TEL ポートを 
使い分けることびでさます。 

L モード対■応 

L モードの「；<ッセージ到着お知5せ機能」に対応して 
います。本製品の TEL ポートに L モード対応の電話機 
を接続すると、 L ^- ルが届いたとさに電話機のディス 
プレイに方ッセージびあることび表示されまず。 

《TEL ポートに L モー ドに対応した機器を接続する必 
要があ0ます。 

INS マジックボックス 

INS マジックボックスのキャッチホン機能に対応して 
います。通話中に他からかかってをた電話に出ること 
びできます。また、 INS マジックボックス（話中時録 
音、不在時録音、不在時転送）の各種設定を本製品の 
TEL ポートに接続した電話機か5設定でさます。 


ネーム-ディスプレイでは、かかってきた相手先のネー 
ム-ディスプレイ情報び接続した電話機に表示されます。 
》 TEL ポートにナンバー-ディスプレイ/キャッチホ 
ン-ディスプレイ/ネーム-ディスプレイに対応し 
た機器を接続する必要びあ0ます。 

INS ボイスワープ•セレクト 

INS ボイスワープ、 INS ボイスワープ•セレクトの各 
種設定を本製品の TEL ポートに接続した電話機から設 
定することびでさます。 

INS の多様なサービスに巧応 

INS なりわけサービス、 INS ダイヤルインサービス、 
INS 迷惑電話おことわりサービス、フレックスホン 
(多重機能）に対応しています。フレックスホンサー 
ビスには、 INS キャッチホン、通信中転送機能、云者 
通話機能、着信転送機能げあ0ます。 INS キャッチホ 
ン、着信転送機能は、契約した番号ごとに設定ずるこ 
とび可能です。 

グ□—バル着信 

通常、に DN 機器は設定された回線番号およびサブア 
ドレスと、着番号および着サブアドレスび一致した場 
合のみ着信します。本製品では、着番号び通知されな 
い場合、着信するかどラかを選択することびできます。 

擬似着信転送 

NTT と着信転送の契約をしていなくてを、かかっ 
てきた電話を、あ6かじめ登録しておいた転送先 
へ自動的に転送できます。 

マルチアンサー（擬似キャッチホン） 

NTT と INS キャッチホンの契約をしていなくても、 
通話中に別の相手か5電話びかかってをた場合にその 
電話に応答することがでさます。 

停電時バックアップ 

本製品に単3乾電池日本をセットしておくと、停 
電時でを TEL ポートに接続した機器を使用するこ 
とがでさます。 

※使用でさる TEL ポートは TEL ポート]のみです。 


時間差優先着信 

片方のポートに先に着信し、一定時間応答しない場合、 
別のポートにわ着信する機能です。 

別のポートに着信するまでの時間を秒単位で設定する 
ことびでさます。 

発信者番号通知 

本製品に発信ち番号を登録し通知することびでさま 


ナンバー-ディスプレイ/キャッチホン-ディ 
スプレイ/ネーム-ディスプレイ 

INS ナンバー•ディスプレイに対応しています。かかっ 
てさた相手の電話番号び、電話に出る前にディスプレ 
イに表示されます。 

また、キャッチホン•ディスプレイでは、通話中に他 
からかかってきた電話の電話番号び、ディスプレイに 
表示されます。 


や FAX をほラとを 


こんなことびでをます ® 


はじめに 
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名称 色点打時 点 H 時 

① POWER 緑電源び巧入されています。 停電により電池穗働しています。 

《停電から復旧時には長ゆの間隔で点滅します。 


霞 MAIL 緑 ールが着信しています。（点灯時間び長めの点ミ威） 

《メール着信通知でエラーび発生しているとさは等間隔で 
点滅します。 


D DATA / *泣* ホデータの受信中です。 着信転送が設定されています。 

® 巨1、日2 ホ回線び接続されています。 発信、または着信中です。 

《電源を ON にしたとき、 B 1/ 巨2び同時に点滅する場含は、 
ISDN ケーブルび正常に接続されていない恐れびありま 
す。！^ r そのほかのトラブル」 〈 P.1 已 1 〉 

霞 TEL 1、 2 ホ TEL ポートに接続した機器び使巧中で TEL ポートに接続した機器に着信呼び出し中です。 

す。 


⑥ WAN ホ WAN ポートび使用可能な状態です。 WAN ポートでデータ転送中です。 

(10 Mbps : 遅め点滅、] 00 Mbps : 早め点ミ威) 


⑦ PPPoE 緑 PPPoE 接続が行われています。 

》PPPoE (ランフ点丹）の設定びされて 
いる PPPoE セツシヨンびどれか1つで 
を確立されていたら、点灯します。 


⑧ LAN ] 〜4 


緑 LAN ] 〜4ポートび使用可能な状態で LAN ] 〜4ポートでデータ転送中です。 

す。 （10 Mbps : 遅め点滅、1 00 Mbps : 早め点ミ威) 




















名称 説明 


D TEL 1、 2ポート アナ□グ通信機器を接続します。 


②信 DNS / T ポート 侶 DNS / T 点ケーブル（別売）で、 DSU を接続します。本製品の DSU を使用す 

る場合は、ほかの倍 DN 機器を接続して使用することびできます。 


⑤ ISDN U ポート 付属のに DN U 点ケーブルで、旧 DN 回線のモジュラージャックに接続します。 


④ RS -232 C ポート 市販のシ U アルケーブル （ D-subSpin メス-メスストレート全結線ケーブルを別 

をお買い巧めください）で、バソコンの RS -232 C ポートと接続します。本製品 
の TA 機能を使用でさまず。 


⑤ WAN ポート LAN ケーブル*で、光回線終端機器/ ADSL モデム/ CATV モデムと接続します。 


愈 

LAN 1 〜4ポート 

LAN ケースレ*でバソコンを接続しまず。 

回 

電源スイッチ 

電源を日 N にするときは、[一]にします。 

(D 

アース端テ 

アース線（別売）を接続します。 

@ 

電源コード 

AC 1 日日 V の家庭用電源コンセントに接続します。 


《 LAN ケーブルは、本製品に1本のみ付属しています。 WAN ポートおよび LAN 1 〜4ポートのいずれかに使用 
できまず。不足分はお買い巧めください。なお、使用する光回線終端機器/ ADSL モデム/ CATV モデムによつ 
ては、本製品の WAN ポートと接続するためのケーブルび付属している場合びあ0ます。 
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名称 


説明 


① 旧 DN 終端抵抗スイッチ 本製品の倍 DN S / T ポートに、ほかの侶 DN 機器を接続するとをのみ、こ 

( TERM ) のスイッチを [ OF 円にしてください。（出荷時の状態では [ ON ] です。） 

② DSU スイッチ 本製品の DSU を使用しないときは、2つとち [ OF 円にします。（出荷時 

の状態では [ ON ] です。） 

⑤巧期化スイッチ 本製品の設をを購入時の状態に戻すとさに押します。詳しくは「ルータ機 

( INIT ) 能の設定を購入したときの状態に戻すには」 〈 P .1 巳ので解説します。 




①電ミ也ボックス 乾電ミ也（単3乾電池日本）をここにセットすると、停電時に本製品の TEL 

ポート1のアナログ機器び使用でさます。 





























設置する前に確認してください 


インターネットにアクセスするた故には、次の準備が必要です。 

プ□バイダと契約しましたか？ 

©ブ□ー ドバンドで接続する場合 

ADSL インターネット、光ファイバー接続のプ□バイダ、 CATV インターネット業者のいずれかと契約す 

る必要があります。 

& ADSL インターネットのプ n バイダと契約する場含は、 DSL 事業者との契約も必要なことびあります。詳し 
くは、プ n バイダに確認してください。 

&プ n バイダによっては、接続する機器を事前に申請する必要びあります。その場を、設定ページを開いて左側 
の[情報表示] 一 [WAN 状況]をクリックして表示される画面の MAC アドレス （ rXX : XX : XX : XX : XX : XX 」 
と表示されている番号）を申請します。設定ページを開く方法は「設定ページを開をます」 〈 P .43> で解説し 
ます。 

© に DN 回線で接続する場合 

ISDN の契約、および ISDN プ ny くイダと契約する必要があります。 

(咳^ nSDN ヴービスは申し込みましたか？」く P. 目 2>) 

《本製品のルータ機能では、1つのグ□ーバル IP アドレスを複数のパソコンで使巧してインターネットに接続し 
ます。プ□バイダによっては、そのよラな接続を禁止している場含もあります。プ n バイダとの契約内容を確 
認してください。 


工事は完了しましたか？ 

プ□バイダの工事が完了してか6、インターネットに接続することがでさます。 


ブ□ードバンドで接続する場ち、必要な機器は用意しましたか？ 

次の機器が必要です。 

光ファイバー接続のプ□バイダと契約したとさ：光回線終端装置 
ADSL インターネットのプ□バイダと契約したとき： ADSL モデム 
CATV インターネットのプ□バイダと契約したとき： CATV モデム 

詳しくは、プ□バイダにお問い合わせください。 

ケーブルは揃っていますか？ 

本製品には、次のケーブルが付属しています。 

-パソコンを LAN ポートに接続するための LAN ケーブル]本 

-に DN 接続する際、本製品と侶 DN 回線を接続するための ISDN (U 点）ケーブル1本 

上記政外の接続のためのケーブルが必要な場をは、お客様でお買い求めください。 

《 RS -232 C シ U アルケーブルは、市販の D - sub 9 ピン^ス-メスストレートケーブルをお買い求めください。 


はじめに 
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パソコンに LAN ポートはありますか？ 


本製品とパソコンを接続する場を、お使いのパソコンに、 LAN ポートが必要です （10 目 ASE - T 、 
1日日目 ASE - TX のどちらも使用できます)。 

お使いのノ ':ソコンに LAN ポートがない場合は、 LAN ボードまたは LAN カードをお買い求めの上、ノ くソコ 
ンに取り付けてください。 


パソコンにインス I -ールされている Web ブラウザを確認してください 


◎ Web ブラウザのパ'—ジョンについて 

本製品の設定には、 Web ブラウヴを使用します。下記の Web ブラウヴがお使いのパソコンにインスト 
ールされているかどラか、確認してください。 

• Microsoft Internet Explorer 己.已 iU 上 

• Netscape 7.0政上 

• Safari 1 .0 

◎プ□キシサーパ‘、 JavaScript の設定を確認する 

• Web ブラウザでプ□キシヴーバを使用する設定になっていると、正しく操作できないことがありまず。 

& Wind 日 WS 版 Microsoft Internet Explorer 目.日の場を 

(1) [ツール]；<ニュー--[インターネットオプション]一[接続]タブをクリック 

(2) [LAN の設定]ボタンをクリック 

(3) [□一カルエリアネットワークの設定]画面で [LAN にプ n キシサーバーを使巧する]のチ エッ 
クをがす 

• Web ブラウザで JavaScr がを使用しない設定になっていると、正しく操作できません。 


別の機器につないだことのあるモデムを使う場ち 


ADSL モデムや CATV モデムによっては、最初につながれたネットワーク機器の MAC アドレスを記憶し、 
それ政外のネットワーク機器とつなぐことを拒否する機種があります。このような場をは、一度 ADSL モ 
デムや CATV モデムの電源を OFF にして、10分程度経過してから、ちう一度電源を ON にしてください 
《 ADSL モデムや CATV モデムによっては、数時間から]曰程度電源を日 FF にすることび必要な機種もありま 
す。 

ぷ プ□バイダによっては、 CATV モデムや ADSL モデムの電源を日 FF にすることを禁止している場合もありま 
す。問題びないか確認してから、作業をしてください。 
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2 パソコンの準備を 
しましよ5 


本製品か5パソコンの IP アドレスを取得でさるよラ 
に、パソコン側のネットワーク設定を行います。 


ネットワーク設定を行います 


22 



ネットワーク設定を行います 


バソコンを本製品に接続した場合、出荷時の設定では、本製品か b バソコンに IP アドレスび自動的に割り 
当て日れます。このため、バソコン側では、 riP アドレスを自動的に取得」 「 DNS サーバのアドレスを自動 
的に取得」するよラに設定しておく必要びあります。 

◎本製品に接続するずベてのバソコンで、あ6かじめネットワーク設定を行ラ必要があります。 

◎ネットワーク設进ま、お使いのバソコンの 0 S ごとに方法が異なります。ここでは Windows XP の 
設定方法のみ解説します。その他の OS をお使いの方は 、 「Windows XPii (外の OS でネットワーク 
の設定をする」 〈 P .2 已〉を参照してください。 


Windows XP のネットワーク設定 

♦ネットワークの設定を行うには、「コンピュータの管理を」または同等の権限を持つユーヴで□グ 
オンずる必要があります。 

♦ L ソ下の操作手順および画面表示は 、 Windows XP の初期状態の場合です 。 Windows XP の設定 
によっては異なる場合があります。 



2 


[ネットワークとインターネット接続]をクリックします。 


MBiiii お 

-I •モ W み 


い。.'子 y 

みわ卜，づ t イー-;,卜》« 


[ネットワークとインターネット接続]ウィンド 
ウが表示されます。 


f4' ィ-ゎゎ卜 wraith) 




r3 


3 


[ネットワーク接続]をク IJ ックしまず。 



[ネットワーク接続]ウィンドウび表示されます。 


防 4 
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[□一カルエ U ア接続]をちクリックし、表示されたメニューか5 [プ□バティ]をク U ックします。 

[□一カルェ U ア接続のプ n パティ]ダイア□グび表示 
されます。 


巧巧の方ま._ _ 

m XXX Ethernet fidspter 


こ備巧过，加ち目ち任用します©: 

因 gMieroso けネブトワ-クがライ 7 >卜 
因恩 Mieroso けホ,トワ- 5 巧巧イ,化ス)：/^ 1 #ち 

3 ffln-iC i,>T‘、.k つ >7 ご .;*— S 

[田 vmSHBilSIilUSifillit* ) - 


レタ-ネ）トブ□にル•巧互巧巧がはなぞか 


ルです. 

□巧.巧巧[こ适扣巧谢こインジケづを表示する峨 


謂?] 


[ 0K ] I おンむレ 


[全般]タブび前面に表示されていることを確認します。 


巧 


5 


[インターネットプ□パティ （ TCP / IP )] を選択し、[プ□パティ]ボタンをクリックします。 


_ — 、 I 

まち け巧 D 病!） 

わの-ウでこかががサボ—卜さ打ている巧さは、 IP 邑ちモ白れけこ巧巧すること机 
サホ-巧りひのい巧さは、本クピトウ®迂ちに巧切な IP 巧定5巧いさが 



[インターネットプ□トコル （ TCP / IP ) のプ n パテイ] 
ダイア n グび表示されます。 


[ IP アドレスを自動的に取得する]、および [ DNS ヴー 
バーアドレスを自動的に取得する]を選択します。 


6 


[0 K ] ボタンをクリックします。 


をな留 H K 站 i な 
巧巧®ち金 


m XXX Ethernet Adapter 


この巧巧はけの巧目ちほ用しますが 
因 IjMicrosott ネプトロ-ク用巧イアント 
因 fiMicrosoft か巧-ク巧乃イルけ J ンタ《も 
因 J$QoS M ケ3トスケク ユーラ_ 

田 WEB 3 EEDH 3 EQ 9 BSIB 13 I 


侃 so... I 


[ インストル做 I •»?-. 


曼熟, m 紐絲編呈操牌ち驟鱗瓣 

ルです》 


□括卸が巧舶がにインジケ-巧ま示する化） 


1 「 0 K 卜 


[□- カルエリア接続のプ□パティ]ダイア□グに戻り 
ます。 


腐/ 


7 


[0 K ] ボタンをクリックします。 


A 


巧し い 設定をち加こする(こは]ンビュ-巧 シサ》 トジウ乂てから再起れすると’要があります。 
今すぐ’]シピュ-夕をちおお!しま才か？ 


— SlV の,〔いいその） I 


再起動の;<ッセージび表示された5、[はい] 
ボタンをク U ックして、再起動してください。 


パソ n ン S 備を」ましよラ 
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9 


[ネットワークとインターネット接続]をク IJ ックしまず。 



[ネットワークとインターネット接続]ウィンド 
ウび表示されます。 


@■10 


1 Q [インターネットオプション]をク IJ ックしまず。 

[インターネットのプ□バテイ]ダイア□グび表示さ 
れます。 


I—[接続]タブをクI」ックします。 


1」ストにダイヤルアップの設定びある場合は[ダイ 
ヤルしない]を選がします。 


防11 


をおセキュリティ"ブみ"ルン叫コンテン '^l 


* ま 


: r 臟 } 




Iさ持 


.，户，"目，；- ,ベートネゥの-クが&定(が 


苗も'ぶがち^ する.とちげホる巧が:' 
[©を< わルしお、(が卜 


に脚0必' I 
目り除粗 ~I 


巧定る） ] 


えな W ぶ、ときI巧、タイかけを姐） 
〇巧惭 ：) 巧新グイサルするり） 


□-かしエリアスウトワークく LAN) の巧ち 
LAN 馆巧はタイかレアッブ巧输こ过通用ざれません。タイV 
ルアップ I3J 上め設ちそ埋巧してくだ 




[OK] ボタンをクリックします。 


じ(上で設定は終わりです。 r 本製品を設置しましよラ」く p.27> へ進んでください。 
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^^Point! 

♦Windows XP 政外の OS でネットワークの設定をする 

• Windows 2日00の場合 

》ネットワークの設定を行うには、 「 Administrator 」 または同等の権限を持つユーザで□グオンする必要びあり 
ます。 

1. [スタート]一[設定]一[コント□ールパネル]を選択しまず。 

[コント□ールパネル]ウィンドウび表示されます。 

2. [ネットワークとダイヤルアップ接続]アイコンを夕‘ブルク U ックします。 

[ネットワークとダイヤルアップ接続]ウィンドウび表示されます。 

3. [□一カルエ U ア接続]アイコンをク U ックします。 

[□一カルエリア接続のプ□パティ]ダイア□グび表示されます。 

4. [インターネットプ□トコル （TCP/IP)] を選択し、[プ□バティ]ボタンをクリックします。 
[インターネットプ□トコル （TCP/IP) のプ□パティ]ダイア n グび表示されます。 

己. [IP アドレスを自動的に取得する]と [DNS ヴーバーのアドレスを自動的に取得する]を選択します。 

6. [0K] ポタンをク U ックしまず。 

[□一カルエ U ア接続のプ□パティ]ダイア□グに戻0ます。 

7. [スタート]-[設定]-[コント□ールパネル]を選択しまず。 

8. [インターネットオプション]アイコンを夕‘ブルク U ックしまず。 

[インターネットのプ□パティ]ダイア□グび表示されます。 

9. [接続]タブをクリックし、[ダイヤルアップの設定]のリストに設定が表示されている場合は、[ダイ 
ヤルしない]を選択します。 

10. [0K] ポタンをク U ックしまず。 

政上で設定は終了です。 r 本製品を設置しましよラ」く p.27> へ進んでください。 

• Windows 98 SE/Me の場合 

1. [スタート]一[設定]一[コント□ールパネル]を選択しまず。 

[コント□ールパネル]ウィンドウび表示されます。 

2. [ネットワーク]アイコンを夕‘ブルク U ックしまず。 

《 Windows Me で[ネットワーク]アイコンが表示されないときは、コント□ールパネル左側の[すべてのコ 
ント□ールノてネルのオプションを表示する]をク U ックしてください。 

[ネットワーク]ダイア□グび表示されます。 

3. リストの [TCP/IP- >お使いの LAN カード（または LAN ボード)]を選択し、[プ□パティ]ボタンを 
クリックします。 

[TCP/IP のプ□パティ]ダイア□グが表示されます。 

4. [IP アドレス]タブをク U ックし、 [IP アドレスを自動的に取得]を選択します。 

己.[ゲートウェイ]タブをク U ックします。 

[ゲートウェイ]タブの設定画面に切り誓わります。 

6. [インス!-ールされているゲートウェイ]に何もないことを確認しまず。 

数字 （IP アドレス）び表示されている場含は、表示されている数字を選択し、ちの[削除]ボタンをク 
U ックします。複数表示されている場合は、この操作を繰り返して、すべての内容を削除してください。 

7. [DNS 設定]タブをクリックし、 [DNS を使わない]を選択します。 

8. [0K] ボタンをク U ックしまず。 


パソ n ン S 備を」ましよラ 


2己 


[ネットワーク]ダイア□グに戻ります。 

9. [OK] ボタンをクリックします。 

再起動のメッセージび表示されたら、[はしリボタンをク U ックして、再起動してください。 

1日.再起動後、[スタート]一[設定]一[コント□ールパネル]を選択しまず。 

[コント□ールパネル]ウィンドウび表示されます。 

11. [インターネットオプション]アイコンをダブルクリックします。 

[インターネットのプ□パティ]ダイア n グび表示されます。 

12. [接続]タブをク U ックします。 

[ダイヤルアップの設定] U ストにダイヤルアップの設定びある場をは、[ダイヤルしない]を選択しま 
す。 

1 3. [0K] ボタンをクリックします。 

で設定は終了です。「本製品を設置しましょラ」く P.27> へ進んでくださし、。 

• Mac OS Xの場合 

1. アップルメニューか5 [システム環境設定]を選}尺しまず。 

[システム環境設定]ウィンドウび表示されます。 

2. [ネットワーク]アイコンをク U ックします。 

《[ネットワーク]アイコンびない場合は、[すべてを表示]アイコンをク U ックしてください。 

一[ネットワーク]ウィンドウび表示されます。 

※項目名は、 Mac 曰 S のバージョンによって異なることびあり 
ます。 

—顧赶で、[(巧蔵） Ethernet ] を選択します。 

]-[TCP/IP] タブをク U ックし、[設定]で、 [DHCP サー 
パを参照]を選択します。 


^[□HCP クライアント ID] と、[検索ド;< イン]を空白に 
します。 


> 0 •- 


凶 a A 0 3 

r ベで*»乐 •スフレイ ヴウンド キットワーク s* ディスク 

«巧：〔白《 


K 定：巧 K Ethernet 


芭ち： DHCP サーバ SS 田_ 


ド y イン壬ームサー«け7シ3: 


IDHCP で一/!か sao 当て sn* 子I 


；至 B できないよラにする K はカギ《クリックします. 


「广な。 


3. [保存]ボタンをクリックします。 

处上で設定は終了です。「本製品を設置しましよラ」く P.27> へ進んでくださし、。 

• Mac OS 9の設定 

1. アップルメニューか5 [コント□ールパネル]の [TCP/IP] を選択します。 

[TCP/IP] ウィンドウび表示されます。 

2. [経由先]で Ethernet] を選択し、[設定方法]で l；DHCP ヴーバを参照]を選択します。 

また、 [DHCP クライアント][検索ドメイン]を空白にします。 

3. ク□ーズボックスをクリックして、ウィンドウを閉じます。確認のウィンドウび表示された5 [保存] 
ボタンをク U ックしまず。 

で設定は終了です。「本製品を設置しましよラ」く P.27> へ進んでくださし、。 
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3 本製品を設置しま 

しよ5 


バソコ ンの準備びできた5、本製品を設置します。 

回線と本製品を接続しましよラ 28 
本製品にパソコンなどを接続しましよラ29 
電源を ON にしましよう 31 
停電時に使えるようにする 32 


回線と本製品をち続しましよう 


ブ□ー ドバンドと旧 DN で接続ち法び異なります。両ちを併用する場合は、両方の接続を行ってください。 



0 -^ 

A 注意 

すべての機器の電源を OFF にしてか S 始めてください。本製品の電源も OFF になっている 
ことを確認してください。ケーブルの接続がすべて終わるまでは、電源スイッチを ON にし 
ないでください。 



ブ□ー ドバンドで使用するとさ 


光回線終端装置/ ADSL モデム/ CATV モデムの LAN ポートと、本製品の WAN ポートを、 LAN ケーブル 
で接続します。 



に DN で使用するとさ 1圓| 

■本製品の DSU を使ラとき ■本製品の DSU を使わないとを 


〇本製品側面の DSU スイツチを2つともの N] 
にする（精密ドライバーなどで動かしてくだ 
さい。出荷時の巧態では [ON] でず。） 



© 回線側と本聲品①旧 DN U ポートを、旧 DN 
(U 点）ケーブルで接続ずる 



〇本製品側面の DSU スイツチを2つとち [OF 円 
にする（精密ドライバーなどで動かしてくださ 
し、。出荷時の状態では [ON] でず。） 



A を-富 

本製品の DSU を使わない場合は、 DSU スイッチを2 
つとも [ OFF ] にしてください。 [ ON ] のままだった 
り、1つだけ [ OFF ] にしたりずると故障の原因になり 
ます。 


@ DSU と本製品の ISDN S/T ポートを、 ISDN 
(S/T 点）ケーブルで接続ずる 



28 


※本製品の DSU を単独で使用することはできません。 



























































本製品にパソコンなどをち続しましよう 


パソコンを接続する 

パソコンの電源が日 FF になっていることを確認して、本製品の LAN ポートと、パソコンの LAN ポートを、付属 
の LAN ケーブルで接続します。 

本製品の LAN ポート （LAN 1〜4のいずれか） 


パソコンの LAN ポート 


付属の LAN ケーブル 
(1 本のみ付属しています） 

※本製品に八ブを接続するとさわ、本製品の LAN ポートと、 LAN ケーブルで接続してください。 

※対応無線 LAN カード（別売）を使って、無線でパソコンを接続する場合は、「対応無線 LAN カードを使 
ラ」 〈P.7]〉 を参照して通信でさるようにしてくださし、。 


電話機や FAX を接続する匹回 


◊制限事項 

•アナ□グ機器は、プッシュボタン （P 目）式のも 
のを使用してください。また、アナ□グ機器に切 
り誓えスイッチびある場合は、「I-ーン」または 
rPB (プッシュボタン)」に設定してください。 

•アナ□グ機器は、 ] つの TEL ポートに]台だけ 
つないでください。2台!;(上つないだ場含は、動 
作保証していません。 

-アナ□グ機器の種類によっては、使用できないこ 
とびあります。なお、ビジネスホンは動作保証し 
ていません。 


アースを接続する 

アースのネジを+のドライバではずしてから、アース線を接続し、ふたたびドライバでネジをつけます。 

霄 


※アース線は別途用意 
して < ださい。 


/ i \ ま意 

必ずアース線を接続してください。アース線を接続しないと、火がや感 
電の原因になります。またアース線は、ガス管や水道管に接続しないで 
<ださい。 






本製雲謹」ましよラ 
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ほかのに DN 機器を接続する匹回 


◊制限事項 

本製品の DSU を使わないとさは、別の DSU を ISDNS/T ポートにつないで使ラため、ほかの ISDN 機器 
を接続することはでさません。 


1本製品底面の終端おな切替スイッチ （TERM) を [OFF] にします。精密ドライバーなど先の細いもので 
I 動かして < ださい。 



※ほかのに DN 機器を接続した場をは、どれか]つの機器の終端抵抗を[入]にしてください。 
※に DN 機器をつないだとさは、その機器にヴブアドレスを付けて<ださし、。 


2 


回線側の機器と本製品のに DNS/T ポートを、に DN (S/T 点）ケーブルで接続します。 



RS -232 C シリアルポートにパソコンを接続する匹回 

本製品を TA として使用するときは、本製品の RS-232C シ U アルポートにパソコンを接続します。 



態によって、シ U アルポートの形状び異なり 
ます。ご確認<ださい。 
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電を ON にしましよラ 


電源を ON にする前に、次の点を再確認してください。 

•本製品の DSU を使わない場合、本製品側面の DSU スイッチを2つとわ [ OFF ] にしましたか？ 

-ケーブルび正しく接続されていますか？ケーブルを先に接続していないと、特に ISDN 回線で使用する 
場を、本製品のに DN 極性自動判別機能び正しく動作しないた奴、通信できない場合びあります。 



正しく接続されている場合、本製品のランプは次のよラになります。 


POWER :点灯します。 

WAN :ブ□-ドバンドで使用する場をで、光回線終端装置/ ADSL モデム/ CATV モデムに正しく接続さ 
れているときに点灯します。 


•に DN で使用ずる場含で、電源を日 N にしたとき、目1と B 2 ランプが同時に点 
ミ威しているときは 

※に DN 回線を利用しないときは、必ずこのような動作になりまず。本製品に異常はあり 
ません。（数分で点滅は止まりまず。） 

-本製品の DSU を使う場合、に DN ( U 点）ケーブルが抜けていないか確認してください。 

く P .28> 

-ほかの DSU を使ラ場合（本製品の DSU を使わない場合 )、 ISDN ( S / T 点）ケーブル 
が抜けていないか確認してください。く P .28〉 

- DSU スイッチが正しく設定されているか確認してください。く P .28> 

-各ケーブルの接続が間違っていないか確認してください。 

-上記凹外の場合は、 MN テクニカルセンタく P .1 目2> までご連絡ください。 
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停電時に使えるよラにする 


本製品には、停電時でをアナ□グ機器を使えるように、乾電池によるバックアップ機能があります。 
バックアップ機能が働くと、待ち受け時約18日分間、通話時約]20分間（周囲温度2已むのとき ）、 TEL 
ポート1を使用でさます。 

※停電時の動作時間は、乾電池の使巧状況、種類、周辺温度、使用環境などによって異なることがあ0ます。 


乾電池をセツトしましよう 


単3アルカリ乾電池を日本用意してください。 


本製品の電源を OFF にしてか5、電源コードのプラグをコンセントか5抜をます。 


2 


本体底面のフタを、マーク部分を押しなが5スライドさせて、フタを取り外します。 

d <11のマーク部分を巧しながら、フタをスライドさせる 



3 


下のイラストのとおり、乾電池を正しく入れてください。 


乾電池 

(別途用意して < ださい） 


刖 面） 


本体底面 

13 

1 


. _^ 

し 


1 II - +卜 +UII 1 



1 口十 - H + -1 け 

-|| 


1_1 




(背面一） 


電池と電池との間には仕切りがありまず。仕切りを左ちに動かしなが5セツトして<ださし、。 


4 


フタを閉めます。次の®〜感の手順で、正しく閉めてください。 
® 垂直にはめる 



@フタをスライドさせる 


(—前面） 



消面一 
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5 電源コードのプラグをコンセントに差し込み、再び本製品の電源を日 N にします。 


※バックアップ機能び働くのは、 TEL ポート1だけです。したびって、停電時はパソコンや 、 ISDN S / T ポート 
につないだ端末給電げ必要なに DN 機器（「ディジタルでんわ S -2 日0日」など）は使えません。 

※停電時(がは、乾電池を入れなくてわ本製品は正常に動作します。バックアップ機能を使いたいときだけ、乾 
電池を入れてください。 

※乾電池を入れた後、電源ケーブルをコンセントか5巧くとさは、必ず先に本製品の電源を日 FF にしてください。 

電源を日 N にしたまま電源ケーブルを抜くと、乾電池によるバックアップ機能び働いてしまいます。 

※停電すると、乾電池によるバックアップ機能び働き、 P 日 WER のランプび点滅します。停電復旧しても、 
P 日 WER のランプは点滅したままです。停電復旧後は、本製品を再起動してください。また、乾電池は消耗し 
ていますので、交換することをお勧めします。交換しない場合、次の停電時にはバックアップ機能の働く時間 
び短 < なりまず。 


A 警告 

•乾電池は正しく使用してください。使い方を間違えると、液漏れしたり破裂したりすることびあります。次 
の点にごミ主意ください。 

-保証期間内の単云アルカリ乾電池をお使いください。 

•乾電池をショートさせたり、分解したり、加熱したりしないでください。 

-乾電池は充電式ではあ0ません。充電しないでくださし、。 

-乾電池の十一方向を確認してください。方向を間違えてセットした場含、バックアップ機能び働きません。 
-乾電池の液漏れによる本体の故障については、当社の保証対象がとな0ます。 

•アルカリ性溶液び巧服に付着した場合は、きれいな水で洗い流してください。眼に入った0、皮膚に付着 
したときは、ただちにきれいな水で洗ったあと、医師に相談してくださし、。 

-新しい乾電池とちい乾電池を混巧しないでください。 

-停電びなくても、]年に1度の割合で新しい乾電池と交換してください。 

-使用済みの乾電池を火中に投げないで<ださい。 

• 乾電池はそのほかにもさまざまな原因で液漏れする事びあります。ごを意ください。 

• 使用直後は乾電池び熱<なることびあります。ごを意ください。 


A ま意 

-乾電池に直接八ンタ‘付けしないでください。 

-使いをった乾電池は、すぐに器具か5取り出して<ださし、。 

• 乾電池は、直射曰光-高温-多湿の場所を避けて保管して<ださい。 

• 落下などによって、乾電池を加圧変形させないで<ださし、。 

-乾電池を取0かした場合は、ルさなおテさまび乾電池をなめたり、誤って軟み込むことげないよラにしてく 
ださい。乾電池は幼児の届かないところに置いて<ださし、。 


本製品を謹しましよラ 
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4 本製品の設定の 
流れ 


接続する形態ごとに、これか5必要な設定の流れを 
解説します。 


ブ□-ドバンドでインターネット 

36 

ISDN でインターネット匹回 

37 

ブ□ー ドバンド + ISDN で 


インターネット匹回 

38 


FOMA / PHS / モデムの対応 PC 力ードで 
インターネット 


39 


ブ□ー ドバンドでインターネッ 


ブ□ードバンドのみ利用してインターネット接続する場合は、これか b 次の順まで設定を行います。 


step 已ブ□-ドバンドでインターネツトに接続しましよう 
陪 < P .41> 

本製品に用意されている「設定ページ」で、ブ□ードバンド接続用のプ□バイダの 
設定などを巧います。 


ホ 


Step 7 

対応お線 LAN 力ードをほう 


陽 < P .71> 


別売の対応無線 LAN カードを購入して無線 LAN を構築したいときは、このページに 


進んで < ださい。 


3已 



ISDN でインターネッ 



ISDN のみ利用してインターネット接続する場合は、これか日次の順まで設定を行いまず。 


Step 巨旧 DN でインターネツトに接続しましよう 
陽 < P .61> 

本製品に用意されている「設定ページ」で、旧 DN 接続用のプ□バイダの設定などを 
行いまず。 


み 


Step 7 

巧応無線 LAN 力ードを使う 
陽 < P -71> 

別売の对応無線 LAN カードを購入して無線 LAN を構築したいとさは、このページに 
進んで < ださい。 

夕 

steps 

電話機や FAX をほいましよう 
陽 < P .91> 

本製品の TEL ポートに、電話機や FAX を接続して通話するち法を解説しています。 



本製品の設定の流れ 
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ブ□—ドバンド+ ISDN でインターネッ 



たとえば、ブ□ー ドバンドでプ□バイダに常時接続し、 ISDN 回線で含社にダイヤルアップ接続する場をは、 
この順番で設定を行います。 


Step 已 

ブ□ードバンドでインターネツトに接続しましよう 


防 < P .41> 


本製品に用意されている「設定ページ」で、ブ□ードバンド接続用のプ□バイダの 


設定などを行います。 


み 


Step 巨 

旧 DN でインターネットに接続しましよう < P .61> 

ミ舌用 

中.上級編口口ードバンド接続をしなび6旧 DN 回線でを社:に接続する J 

ガイド 

( PDF ファイル） 


に DN で接続するための設定を行います。相手先登録の# 8 政降に登録するとよいで 
しよラ。具体的な設定例が活用ガイドに掲載されていますので参考にしてください。 

※ま巧ガイド （ PDF ) は MN ]28- S 日 H 日ホームページ く P . 1巨2> からダウン□-ドする 


ことびでさます。 


す 


Step 7 

巧応無線 LAN カードを使うには 


陪 < P -71> 


別売の対応無線 LAN カードを購入して無線 LAN を構築したいとさは、このページに 


進んで < ださい。 


ホ 


steps 電話機や FAX をほいましよう 
防 < P .91> 

本製品の TEL ポートに、電話機や FAX を接続して通話するち法を解説しています。 
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FOMA / PHS / モデムの巧応 PC 力ードでインターネッ 


FOMA / PHS / モデムの、対応 PC 力ードを利用してインターネット接続する場合は、次の設定を行いまず。 


steps FOMA/PHS/ モデムの対応 PC 力ードをほう 
陪 <P.83> 

本製品の PC 力ードス□ツトに、 FOMA / PHS / モデムの対応 PC 力ードをセツトして 
インターネツト接続するときは、このページへ道んでください。 




STEP 

己 


ブ□—ドバンドでィンター 
ネットに接続しましよう 


ブ□-ドバンドを利用してインターネットに接続ず 
る場合の設定について解説します。 


設定する前に確認してください 

42 

設定ページを開さます 

43 

設定ページで設定する① 

45 

巨フレッツ、フレッツ - ADSL など、 PPPoE を採巧し 

ているプ□バイダの場合 


設定ページで設定する② 

51 

Yahoo ! 日日や CATV インターネットなど、 

用していないプ□バイダ （ DHCP ) の場合 

PPPoE を採 

設定ページで設定する③ 

53 


固定の IP アドレスを割り当てるプ□バイダの場合 

インターネットに接続しましよう 已已 

PPPoE マルチセッションを利用する 已己 
VoIP アダプタを使用するには 60 


設定する前に巧認して < ださい 


ブ□ードバンドでインターネットに接続する場合は、次の点を確認してください。 


プ□バイダのタイプを確認してください 


◎契約したプ□バイダのタイプによって、操作手順が異なります。契約したプ□バイダが次のどの 
タイプに該当するか、確認してください。 


プ□バイダのタイプ 

説明 

一般的な例 

① PPPoE を採用している 
プ□バイダ 

PPPoE クライアントとち呼ばれます。 IP アド 
レスはプ□バイダか6自動取得します。 

プ□バイダから複数の IP アドレスを割り当てて 
も6う場合は、 「 LAN 型（ネットワーク型)」の 
接続と呼びます。 IP アドレスを複数取得しない 
場合は、端未型の接続と呼びます。 

目フレッツ、フレッツ* 
ADSL など 

② PPPoE を採用していな 
いプ□バイダ 

DHCP クライアントとち呼ばれます。 IP アドレ 
スはプ□バイダから自動取得します。 

Yahoo ! 目目 、 CATV 

など 

③固定の IP アドレスを割 
り当てるプ□バイダ 

固定の IP アドレスをプ□バイダから割り当てて 
ち6います。オプションのサービスとして提供 
されている場合ちあります。 



※一般的な例で記載している内容は、変更になる場合びあります。 


プ□バイタ‘から通知された情報を確認してください 


①次の情報が必要です。お手元にご用意ください。 

-□グイン ユーザ 名 
-パスワード 

•サービス名（プ□バイダから通知された場合のみ） 

- DNS サーバの IP アドレス（プ□バイダから通知された場合のみ） 

感 PPPoE を採用していないプ□バイダ （ DHCP 接続）の場を[よ①に加えて政下の情報が通知されている 
場含があります。 

I . ゲートウェイアドレス 

感 IP アドレスを固定で割り当てるプ□バイダの場をは、①に加えて政下の情報を必要です。 

- IP アドレス 
-ヴブネットマスク 
-ゲートウェイアドレス 
- DNS サーバの IP アドレス 
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設定ページを開をます 


Web ブラウザを起動します。 


2 


URL を入力する欄に rhttp :// 192.168 .0.1/ J と入力し、 [ Enter ] キーを押します。 

設定ページげ表示されます。 



画面左側に表おされるこの部分を 
ニュー」と呼びます。 


(降、この設定ページで本製品の設定を行いまず。なお、設定ぺージの設定は、1台のパソコンで 
行ってしまえば、ほかのパソコンで何度ち行ラ必要はありません。 


•設定ページが開かないときは 

「本製品の設定は変更していないのに設定ページが開かないとき」く P .142> 




Point ! 


♦クイック設定ページと詳細設定ページについて 

設定ページは、クイック設定ページと詳細設定ページの2種類から構成されています。このマニュアルで 
は、おちにクイック設定ページの使いちについて解説しています。 

詳細設定ページ 



, ぶ打. 


1白3 


MN"8-S0H0 
Ver 1 30 

的 





♦巧丰巧の tf« 舌》巧したリ巧ホ无1こ回好5ホ1)1で》«!1«まて， 



クイック設定のメニュー クイック設定の画面 


詳細設定のメニュー 


詳細設定の画面 



□ 

I 

ド' 

パ' 

ン 

ド' 

で 

イ 

ン 

夕 

I 

ネ 

ジ 


卜 

に 

接 

続 

し 

ま 

し 

よ 

ラ 
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^^ Point ! 

♦クイック設定ページで設定した内容が反映される接続相手先について 

クイック設定ページとは、詳細設定ページで設定する内容のうち、必要最小限の項目が抜粋され、素早 
く設定ができるよラに設計された画面です。そのため、クイック設定ページで設定した內容は、詳細設 
定ページに反映されます。次の例で、設定が反映される様子を確認してみましよラ。 


※クイック設定ページで設定した一例 


/IfS1 1 ;)H MC> ,0 

旧3 

N128-SOHO- 


1.30 

一 




ミ ira 


•巧末なタイでルァッブ 
-フレッツ •BDN 

►巧 ffi / 巧巧が況 ■■ 
> tR 巧をモ B 

►着理コマンド’•慶定 B 
►その他 一’ 

すべて田じる/すべて田く 


は下の巧をで設走を巧う 回（モ设5|:接镜巧手先登绿的）|- 

巧手巧を巧 ロバイの 


サービスを I 

けロバイダからほ定3れた R のみ A 力 ）I 

送なユーザの 1 

送信パスワード 

DNS ヴ—バアドレス I 


は下の巧客で巧をを行う 
巧手先ちみ 
ヴーピスち 

け口） f イプか6怯定された巧のみ 

ぶ巧ューザの msername 900000 .ne.jp 

送信バスヮ-ド . 

DNS サ — /{アドレス 


囚 < ホ巧接揉巧丰ホ置該 *1)J 一 
P ロバィ52 _ [ 


は下の内容で技をぞ巧う 
拍丰ホちみ 


( モ技31ちな巧丰化畳巧が ))- 


らいッ.ス。ウ巧 (NTT ま日が 


※クイック設定でインターネット接続の設定を行つ 
た場合、詳細設定の接続相手先登録の項目に反映 
されます。どの接続相手先に対して設定されるか 
は、この表示でわかります。 

ここでは、接続ネ目手先登録#0、#1、#2に対し 
て設定を行っています。 


上記の設定を行ったあと、詳細設定ページを開くと、次のよラに設定び反映されています。 



接続相手先#0に、クイック設定で設定した内容 
び反映されていることびねかります。 


接続相手先#0、#1、#2に、クイック設定で設 
定した内容び反映されています。 


クイック設定ページと詳細設定の対応は次のとおりです（設定方法は次ページ政降で詳し < 解説します)。 
※クイック 設定.詳細設定の対応表 く>内は本穀品にあらかじめ用意されている設定です 


クイック設定ページ 

詳細設定ページの接続相手先 


PPPoE 

(端末型） 

メイン 

#0 


メイン（予備） 

#1 



サプ# 1 <フレッツ-スクウェア 

( NTT ま曰本）> 

#2 



サプ #2<フレッツ. スク〇ェ了 

( NTT 西日本）> 

#3 



サプ #3 

#4 

ブ 


サプ # 4 < 速度確認> 

甘日 

□ 

1 


サプ#已 

#6 

ド’ 

バ 

ン 


サプ#己 

#7 

PPPoE 
(LAN 型） 

メイン 

#0 

ド’ 

サブ#'\ <フレッツ.スクウェア 

( NTT ま曰本）> 

#2 



サプ #2<フレッツ. スクウェア 

( NTT 西日本）> 

甘3 



サプ #3 

#4 



サプ # 4 < 速度確認> 

甘日 



サプ#已 

#6 



サプ # 日 

#7 


端末型ダイヤルアップ 

接続設定 

#0 

1 

フレッツ-に DN 

メイン 

#0 

S 

□ 


メイン（予備） 

#1 

N 


サプ# 1 <フレッツ-スクウェア 

( NTT ま曰本）> 

#吕 



サプ #2<フレッツ -スクウェア 

( NTT 西日本）> 

甘3 
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PPPoE を採用しているプ□バイダ（端末型）の場合 


.フ □1 ドバンドでインタ—ネットに接続しましよう 



4己 









O [ PPPoE 設定：メイン]で、プ□バイダに接続するための設定を行います。 


1 の 

な下の巧きで設をを行う 


bJ い 木ムム" ぉ杭化十几 W 詳 … 

巧丰先をお 

•1 •ブ山 w か 

サービスを 


(ブロ) s’ イダから巧定さ打た巧のみ入力） 


送信 It- ザ ID 

luser わ o.ne'jp I 

送信バスワード ••••••• 1 

DNS サーバアドレス 172.16.15.3 ， 


ここで設定した内容は接続相手先#0に反映されること 
を示しています。また、「未設定」と表示されているので、 
接続相手先#0には何ち設定が書き込まれていないこと 
がわか0ます。 


切下の内容で設定を行ラ 

チェックします。（チェックしないと設定されないのでご注意くださし、） 

相手先名称 

プ□バイダ名など、任意の名称を入力します。 

サービス名 

プ□バイダから指定されたときのみ入力します。（指定されていないときは空白） 

送信 ユーザ ID 

プ□バイダか b 指定されたユーヴ ID を入力します。 rxxxxxx@xxxx.ne.jp」 のよう 
にすベて入力してください。また、半角英数字で入力してください。 

送信パスワード 

プ□バイダから指定されたパスワードを入力します。半角英数字で入力して<ださ 
し、。また、大文字•ル文字を区別して入力してください。入力したパスワードはす 
ベて「*」または「•」で表示されます。 

DNS サーバアドレス 

プ□バイダから指定された場合、 DNS サーバの IP アドレスを入力します。複数指 
定されている場合は、いずれか1つを入力してください。 


4 [ PPPoE 設定：メイン（予備)]では、回線のトラブルなどでメインに接続でさなかった場合の接続先を 
登録しておけます。 PPPoE を採用している別のプ□バイダと契約している場合、登録しておくと便利です。 
&；<インと同じ内容を設定しておくと、何5かの理由で接続できなかったときに、同じプ□バイダに再度 
自動接続されます。 


KPPPbEI®;/ イ X を 觀 


L 打の巧容で設定を斤ぅ 

囚モ設定:接综巧手先を録# T) ~ 

巧手先を巧 

ブロ"イヴ 2 

サービスを 

け口 1V イタカ 1 ら巧定された時のみ入力） 

1 1 

送信 ユーザの 

user@ooo.ne'jp | 

送信バスワード 

. 1 

DNS サ ー/ i アドレス 

172.16.15.41 i 


& [ PPPoE 設定：サブ# 1] 〜 [ PPP 日 E 設定：サブ#日]については、 rPPPoE マルチセッションを利巧 
する」く P . 曰目> で解説します。 


5 プ□バイダの設定が終わった5、[設定]ボタンをク U ックします。 

手順2で□グインユーザ ID と□グインパスワードを設定した後、初めて[設定]ボタンをクリックしたとき 
は、次のダイア□グが表をされます。 



[ユーザ名][パスワード]欄に、手順2で設定した□グインユーザ ID 、 □グインパスワードを入力し、 
[0 K ] ポタンをク U ックします。 
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「インターネットに接続しましよう」 〈 P . 己己〉に進んでください。 


^^Point! 

♦クイック設定の内容は、詳細設定に反映されます 


クイック設定 

詳細設定 


[設定ページのアクセス権] 

[管理コマンド-設定] 

—[ユーヴ•バスワード変更] 

[ PPPoE 設定：^イン] 

[接続/相手先登録]^ 

[#0] 

[ PPPoE 設定：^イン（予備)] 

[接続/相手先登録]^ 

[#1] 


♦ PPPoE セッションキープアライブ機能について 

本製品には、 PPPoE セッションキープアライブ機能があります。この機能を使うと、プ□バイダと接続 
中に、プ□バイダ側から何6かの理由で切断された場を、自動で定期的に再接続を試みます。購入時に 
は、この機能は日 FF です。 PPPoE セッションキープアライブ機能の設赶ま、メニューの[詳細設定]^ 
[接続/相手先登録]画面のオプションで行います。設定方法については、活用ガイド〜初級編 
「 PPPoE セッションキープアライスを参照してください。 

♦自動的に設定されるフィルタについて 

クイック設定を行うと、自動的にフィルタが設定されます。フィルタの内容については、活用ガイド〜 
初級編「クイック設定で自動的に設定されるフィルタ」を参照してください。 


/ i \ 注意 

♦インターネットに接続する操作を巧ラまでは、接続されません 

このあと、 Web ブラウザで URL を入力したり、メールソフトで; ><- ルの送受信を行ったりするまでは、インター 
ネッ 卜には接続されません。 

♦インターネットへの接続操作を行ったあとは、萬時接続になります 

一度インターネットに接続すると、切断しない限り接続されたままになります。プ□バイダとの契約で、接続時 
間に応じて料金がかかる場合は、特にご注意ください。この場合、自動切断タイマ、最大時間制限、接続回数制 
限などの機能を使うとよいでしょう。臨活用ガイド〜初級編「接続する」 （ PDF ファイル） 

♦ほかの画面で設定ずるとき 

[ PPPoE 設定：メイン] [ PPPoE 設定：メイン（予備)]は、詳細設定ぺージの接続相手先#0、#1に反映され、 
自動接続先となります。このあと、別のクイック設定ページで設定を巧ラと、同じ接続相手先にその内容び反映 
され、先に巧った設定が無効になることがあります。「クイック設定•詳細設定の対応表」く P .44> 

設定する際には、その項目で r 未設定」と表示されているかどラか（「設定済」と表示されているときは、すでに 
その接続相手先には設定げ行われています)、また、表示されている接続相手先の番号をよく確認してから行って 
<ださい。 


f 「再起動後に設定が有効になります」といラ内容のメッセージが表示され、[再起動]画面が表示されます。 
[閉じる]ポタンをク U ックします。 


7 もとのページに戻ったあと、本製品の電源を日 FF にして、再度電源を日 N にしまず。そのあと、パソコンち 
再起動して < ださし、。 


ブ□-ドバンドでインタ-ネットに讓しましよう 
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光回線終端装置または 
ADSL モデム 

- 


光または ADSL 
インターネット 
フ□バイダ 



□ 

n 



LAN ポートのパソコンに 
割り当てる IP アドレス： 

17吕 .1 己.1已 .13 白~ 
172.'] 白.1已 .1.133 

!> 

レ 





PPPoE を採用しているプ□バイダ （LAN 型）の場合 


ここでは、次のよラな接続例を挙げて解説します。 


▼本製品 

割り当てられたグ□ーバル IP アドレス：172.1目.1已 .12S 
ヴブネ ッ トマスク 長： 2目（ヴブネ ッ トマスク2日已 .2 日已 .2 日已 .248) 
本製品に割り当てる1戶アドレス：172.1目. 15.129 


▼プ□バイダ情報 

送信ユーヴ ID : user@xxxxx.ne.jp 

パスワード： passwd 

DNS サーバアドレス：172.1己. 1.3 


メニューか5 [ブ□ードバンドで接続]をクリックし 、 [PPPoE ( LAN 型)]をクリックします。 
[ブ□ー ドバンドクイック設定 （PPPoE LAN 型)]画面び表示されます。 


7?イルの涅果 (む 表示姐> お巧こ入り必 ツ -ルの〜口出） 

〇戻る ' 〇凶凶ノ〇なぉ就:人。 ザ;*: 

アドレスで 、!40 http;// 192.168 .0.1/ 


巧 


.'回 


rvisii gR «3 〇-*〇 

旧3 


MN128-SOHO-1B3 
Ver. 1 .30 


クイック設定 

たが巧 Slav . 


.が口一が：^*^ 


♦Ethemet± で PPP によるダイヤルアッブ機能を動けさせ . ADSL や CATV 接統され 
tl 、る地勘的 ) 中のに P と PPP 援続してイン》ーネットアク亡スすると黄 2 、このベー 
ジで設定を行し 、ます。化要最<]顺の情ま防入力するだけで設定を完了することがで 
きます . 


Message 

I / くラタータを入力.條正して験を]ポタンをクリックしてがさい, 


送情バスワードは、どのよ％文き列を苗!ましても「米」まには「♦」の1できが表 
I 示されます。 


2 


[設定ページのアクセス権]を設定します。 

インターネットからの不正なアクセスを防ぐために、設定ページの管理者用の□グインユーザの、□グイ 
ンパスワードを設定します。任意の艾字をそれぞれ半角32文字まで設定できます。 


[ 


□グイン ユーザ ID 
□グインバスワード 
ログインバスワード(巧入力） 


[admin 


ユーザ ID / パスワードのメモ欄 

ユーザの： 

パスワード： 


注意 


政降、設定ページを開くとさは、ここで設定した□グインユーザ ID 、 □グインパスワードを入力する必要 
びあります。言受定した□グインユーヴ ID 、 □グインパスワードを忘れないよラにごミ主意ください。万が一、 
忘れた場合は、本製品の設定を初期化しなければ設定ページを開くことびできなくなります。腐^く P .1 已6〉 


3 


[ LAN 側設赶を設定します。プ□バイダか5割り当て5れた連続した IP アドレスのラち、最初のアドレ 
ス（ネットワークアドレス）と最後のアドレス（ブ□ードキヤストアドレス）はシステム側で使用される 
ため、通常は使用しません。 P .48 の例では、172.16 .1 已 .128 〜172.1目.15.13己の8個の IP アドレス 
のうち、172.1目.1百. 12 S と172.1目.1已 .13 己を除くアドレスを、本製品や LAN 上のパソコン（ここでは 
4台）に割り当てます。 


V 本製品 
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本体の IP アドレス/サフ•ネットマスク長172.16 .15.129/29 , 

DHCP サーバ货能 00 FF ©ON 

閉始 IP アドレス/伯を 17~2.1 6.15.1 30/4 I 

ドメインを [ f 


本体の IP アドレス/ 
サブネットマスク長 

本製品に設定する IP アドレスと、そのサブネットマスク長を入力します。 

DHCP サーバ機能 

本製品の DHCP サーバ機能を使ラかどラか設定します。ここでは DHCP サーバ機 
能を使うので [ ON ] に設定します。 

開始 IP アドレス/個数 

LAN ポートに接続されたパソコンに割り当てる、開始 IP アドレスと、割り当てる 
個数を/で区切って入力します。 

ドメイン名 

ドメイン名を使用する場合に入力します。 


[PPPoE ( LAN 型）設定：メイン]で、プ□バイダに接続するための設定を行いまず。 


な下の巧をで設をを行ラ 

回1 ( モ設を:接結巧手ホ登録# 0 ) 1 — 

—こ こで設定した内容は接続相手先# 0 に反映されること 

巧手ホをが 

, LAN をフ □バイ9 

を示しています。また、 r 未設定」と表示されているので、 

サー ピスを 

(ブロ バイダ か 6 指定され た 巧のみ入力） 

1 1 

接続相手先# 0 には何ち設定び書さ込まれていないこと 

送信 ユーヴ の 

luserSscocoirie.ip I 

びわか 0 ます。 

送信/ Ci •ワード 

•— 1 

DNS サー バアドレス 

1172.151.31 1 



しソ下の内容で設定を行ラ 

チェックします。（チェックしないと設定されないので注意してください。） 

相手先名称 

プ□バイダ名など、任意の名称を入力します。 

サービス名 

プ□バイダから指定されたときのみ入力します。（指定されていないときは空白） 

送信 ユーザ ID 

プ□バイダから指定されたユーザ ID を入力します。 「 xxxxxx @ xxxx . ne . jp 」 のよう 
にすベて入力してください。また、半角英数字で入力してください。 

送信パスワード 

プ□バイダから指定されたパスワードを入力します。半角英数宇で入力してくださ 
し、。また、大文字•小文字を区別して入力してください。入力したパスワードはす 
ベて「*」または「•」で表示されます。 

DNS サーバアドレス 

プ□ノ（イダか b 指定された DNS サーノくの IP アドレスを入力します。複数指定され 
ている場合は、いずれか]つを入力してください。 


5 プ□バイダの設定が終わった！5、[設定]ボタンをク U ックしまず。 

手順2で□グインユーザ ID と□グインパスワードを設定した後、初めて[設定]ボタンをクリックしたとき 
は、巧のダイア□グび表示されまず。 




C3 ■ 


-- 


IBIS' secured are る 
ユーザーる qj ): 

パスロ-ドが： 


□パの-ドを剧6する吸 

L 0 K ] I かン它ル] 


[ユーザ名][パスワード]欄に、手順2で設定した□グインユーザの、□グインパスワードを入力し、 
[0 K ] ボタンをクリックします。 


ブ□-ドバンドで V ンタ-ネットに讓しましよう 
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0 「再起動後に設定が有効になります」という内容のメッセージが表をされ、[再起動]画面び表示されまず。 
[閉じる]ボタンをクリックします。 


7 もとのページに戻ったあと、本製品の電源を日 FF にして、再度電源を日 N にします。そのあと、パソコンも 
再起動してください。 


r インターネットに接続しましよラ」 〈 P . 己已> に進んでください。 


A ま意 

•インターネットに接続ずる操作を行ラまでは、接続されません 

このあと、 Web ブラウヴで URL を入力したり、メールソフトでメールの送受信を行ったりするまでは 、インター 
ネットには接続されません。 

•インターネットへの接続操作を行ったあとは、常時接続になります 

一度インターネットに接続すると、切断しない限り接続されたままになります。プ□バイダとの契約で、接続時 
間に応じて料金びかかる場合は、特にごミ主意ください。この場合、自動切断タイマ、最大時間制限、接続回数制 
限などの機能を使ラとよいでしよラ。幅=活用ガイド〜初級編「接続する」 （PDF ファイル） 

参ほかの画面で設定するとき 

[PPPoE (LAN 型）設定：；ン]は、詳細設定ページの接続相手先#0に反映され、自動接続先となります。 
このあと、別のクイック設定ページで設定を行ラと、同じ接続相手先にその内容が反映され、先に行った設定び 
無効になることがあります。腐。 r クイック設定•詳細設定の対応表」く p.44> 

設定する際には、その項目で「未設定」と表示されているかどラか（「設定済」と表示されているときは、すでに 
その接続相手先には設定び巧われています)、また、表示されている接続相手先の番号をよく確認してから行って 
<ださい。 


^^Point! 


♦この画面で設定した内容は、[詳細設定] 

画面にち反映されます 

クイック設定 

詳細設定 

[設定ページのアクセス権] 

[管巧コマンド-設定]-[ユーヴ•バスワード変更] 

[LAN 側設定] 

[詳細設定]-•■[ルータ設定]- ► [LAN] 

[PPPoE (LAN 型）設定：メイン] 

[接続/相手先登録]^ [#0] 


♦ PPPoE セッションキープアラ イブ機能に ついて 

本製品には、 PPPoE セッションキープアライブ機能があります。この機能を使うと、プ□バイダと接続 
中に、プ□バイダ側から何らかの理由で切断された場合、自動で定期的に巧接続を試みます。購入時に 
は、この機能は日 FF です。 PPPoE セッションキープアライブ機能の設定は、メニューの[詳細設定]一 
[接続/相手先登録]画面のオプションで行います。設定方法については、活用ガイド〜初級編 
「PPPoE セッションキープアライブ」を参照してください。 

♦自動的に設定されるフィルタについて 

クイック設定を行ラと、自動的にフィルタが設定されます。フィルタの内容については、活用ガイド〜 
初級編「自動設定されるフィルタについて」を参照してください。 


曰0 






設定ぺージで設定する® Yahoo ! BB や CATV インターネットな 
ど、 PPPoE を採用していないプ□パイダ （ DHCP ) の場合 


ここでは次のよラな設定例について解説します。 


n 



R 


本 

鬥 


製 

加 


r 

1 



ADSL モデム 


プ n バイダの DHCP サーバから 
本製品に IP アドレスび自動割り当て 


ADSL 

インターネツ \ 
プ□バイダ 


▼プ□バイダ情報 

ゲー トウ エイ： 

172.16 .15.1 
DNS サーバ アドレス1: 

172.16 .15.123 
DNS サーバ アドレス2 : 

172.16 .15.124 


メニューか5 [ブ□ー ドバンドで接続]をク U ックし、 [ DHCP ] をクリックします。 

[ブ□ー ドバンドクイック設定 ( DHCP )] 画面が表示されます。 


.3 MN128-SOHO-IB3 - Microsoft Internet Explorer 

白固因 

1乃イルのお集(臣ま示が 6 哀じ入 0( かツ—ルのヘルプ城 ホ1 

0^-0 因国泣/ 

巧ホ W6 制; M ザザげ巧0• •兰回 


アドレス© 1 お http：// 192.168 .0.1/ 


乂1曰，紙リンゥ。 

1 ivirxji 28 so-o 1 




MN128-SOHO-I 防 
Ver. 1 .30 


唯*■巧をハ 


片口—ドパンドで巧な 


- PPPoE (却{末型） 
- PPPoEOJ け把） 


3 isDNwms ^ Bm . 


■湖ホ型ダイヤルアップ 
—フレッツ ‘ISDN 


►切断/後捕が巧 
►情韻表示 
►管理コマンド *11?^ 
►その化 


♦DHCP ヴーイ巧ネ拥するインターネット滿壳ヴーピスをごネ拥の場合の設をを行い 
ます。 


Message 

I パラメータを入力■條正して駿定]ボダノぞクリツルてくだみ、, 


設定IIや口直し 


□グインユーザ ID 
ログイン/ S スワード 
ロ ウむ) くスワード(再入力） 


Isdmin 


プロ/ W ダカ、か 旨ち か ある a 寺こ入力 


ヴートウエイ 

DNS サーバアドレスロライマり） 
DNS サーバアドレス(せカンタリ）I 




2 


[設定ページのアクセス権]を設定します。 

インターネットからの不正なアクセスを防ぐために、設定ページの管理ち用の□グインユーヴの、□グイ 
ンパスワードを設定します。任意の艾字をそれぞれ半角32文字まで設定できます。 




ユーザ ID / ノくスワードのメモ欄 
ユーザ ID : 

パスワード： 

□グイン ユーザ ID [admin | 


ログインバスワード 1 . 1 


ログインバスワード(再入力） 1 . 1 





A ミち意 1 

降、設定ページを開くとさは、ここで設定した□グインユーザの、□グインパスワードを入力する必要 
びあります。設定した□グインユーザの、□グインパスワードを忘れないよラにご注意ください。万が一、 

忘れた場合は、本製品の設定を初期化しなければ設定へ 

ージを開くことがでさなくなります。陵 =〈 P .] 巳6> 


^^□-ドバンドでィンタ-ネットに讓しましょぅ 
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3 [基本設定]で、プ□バイダに接続するための設定を行います。プ□バイタ‘か5指定びない場合は、空欄 
にしておをます。 

ブロ J i ’ イダかろ指定げある巧に入力 

ヴートウエイ 1172.16 .15.1 _ 

DNS サーバアドレスロライプ刀 jT^l6.1 5^23 
DNS ヴーバアドレス （t カンタリ） 1172.16,15,124 


ゲー トウエイ 

プ□バイダか5指定された場合、ゲートウェイの IP アドレスを入力します。 

DNS サーバ アドレス（プ 
ライマリ/セカンダリ） 

プ□バイダから指定された場合、 DNS サーバの IP アドレスを入力します。 DNS ヴー 
バアドレスが]つしか指定されていない場合は、 [ DNS サーバアドレス（プライマ 
U )] のみ入力します。 


4 プ□バイダの設定び終わった5、[設定]ボタンをク U ックします。 

手順2で□グインユーザ ID と□グインバスワードを設定した後、初めて[設定]ポタンをク U ックしたとき 
は、次のダイア□グが表をされます。 




中 1 



旧に' secured area 
ュ-ヴ-る山)： 

バスワ-ド®; 


□バスワ-ドを i 己巧するの 


] Iキサンセル I 


[ユーザ名][パスワード]欄に、手順2で設定した□グインユーザ ID 、 □グインパスワードを入力し、 
[0 K ] ポタンをクリックします。 


5 「再起動後に設定が有効になります」といラ内容のメッセージが表をされ、[再起動]画面が表示されます。 
[閉じる]ボタンをクリックします。 


6 もとのページに戻ったあと、本製品の電源を日 FF にして、再度電源を ON にします。そのあと、パソコンも 
再起動してください。 


r インターネットに接続しましよラ」 〈 P . 己己> に進んでください。 


^^Point! 


♦この画面で設定した内容は、[詳細設定] 

画面にち反映されます 

クイック設定 

詳細設定 

[設定ページのアクセス権] 

[管巧コマンド-設定]-[ユーヴ-パスワード変更] 

磨本設定] 

[ルータ設定] 一 [ WAN ] 


♦自動的に設定されるフィルタについて 

クイック設定を行うと、自動的にフィルタが設定されます。フィルタの内容については、活用ガイド〜 
初級編「自動設定されるフイルタについて」を参照してください。 


曰2 









メニューか 5 [ブ□-ドバンドで接続]をク U ックし、 Static] をクリックします。 
[ブ□-ドバンドクイック設定 （Static)] 画面び表示されます。 


3 MN128-SOHO-IB3 - Microsoft Internet Explorer 

曰回囚 

つ W ルの頂まの表示のわ尉こ入り必ツ-ルの〜口出） 

〇戻る * 0 囚凶 户なを *2^ ゎ兄认。ザ巧.ィァ巧む’.* 因 

ザ 

アドレス电リ拍 Mlp// 192.1 抵 0.1/ 

V 1 百は 的りバ》 


鳴ヨ 

MN 128- SOHO - 


Ver . 1 .30 

一を細苗定へ 


，プロードバンドで巧括 


♦S ねか擬まけ□バイダから固定の IP アドレスお餓を拥するインターネシト接結 
サービスをご利巧の場合の設定を1み、ます。 


Message 

I ) 巧メー》を入力•を正して腺赶ボタンをクリシクしてがさ U 


I G 菌定 II や口面し ) 


2 


[設定ページのアクセス権]を設定します。 

インターネットか5の不正なアクセスを防ぐために、設定ページの管理ち用の□グインユーヴの、□グイ 
ンパスワードを設定します。任意の文字をそれぞれ半角32文字まで設定できます。 




苗 S ぺのアクたス 


□グインユーザの 
□グイン/ S スワード 
□グインバスワード(再人力） 


ladmin 




A ミま* 


じ(降、設定ページを開くとさは、ここで設定した□グインユーザの、□グインパスワードを入力する必要 
びあります。設定した□グインユーヴの、□グインパスワードを忘れないよラにご注意ください。万が一、 
忘れた場合は、本製品の設定を初期化しなければ設定ページを開くことがでさなくなります。 »<P.156> 


ユーザ ID/ ノくスワードのメモ欄 
ユーヴ ID : 

パスワード： 


〇 [基本設定]で、プ□バイダに接続するための設定を行います。 


し'.--.こ:..:..*. 1 

…アドレス/サブネットマスク長 

1200.200.200 .125/32 | 

ヴートウェィ 

1200.200 .200.5 | 

DNS サー/なドレス（ブライマリ） 

1200.200 ,200.3 | 

DNS ヴーパアドレス（セカンタリ） 

1200.200 .200.4 | 


設定ぺージで設定する③固定の IP アドレスを割り当てる 

プ□バイダの場合 


ここでは次のような接続例を挙げて解説します。 



T ^□-ドバンドでィンタ-ネットに讓しましょぅ 
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IP アドレス/サブネッ 
トマスク長 

プ□バイダか6割り当て6れた固定のグ□ーバル IP アドレス、およびサブネッ 
卜7スク長を入力します。 

ヴートウエイ 

ゲートウエイの IP アドレスを入力します。 

DNS サーバアドレス 
(プライマリ/セカン 
ダリ） 

プ□バイダか5指定された場合、 DNS サーバの IP アドレスを入力します。 
DNS ヴーバアドレスび1つしか指定されていない場含は、 [DNS ヴーバアドレ 
ス（プライマリ）]のみ入力します。 


4 プ□バイダの設定び終わった5、[設定]ボタンをク U ックします。 

手順2で□グインユーザ ID と□グインパスワードを設定した後、初めて隱赶ポタンをク U ックしたとき 
は、次のダイア□グが表をされます。 




游つ 



旧 b secured area 
ユ-ザ-る山)： 

バスワ-ドの： 


□パスワ-ドを K 巧するの 


][ キ甲ンセルI 


[ユーザ名][バスワード]欄に、手順2で設定した□グインユーザ ID、 □グインパスワードを入力し、 
[0K] ボタンをク U ックしまず。 


pr 「再起動後に設定が有効になります」といラ内容のメッセージが表をされ、[再起動]画面が表示されます。 
[閉じる]ボタンをクリックします。 


6 もとのページに戻ったあと、本製品の電源を OFF にして、再度電源を日 N にします。そのあと、パソコンも 
再起動してください。 


r インターネットに接続しましよラ」 〈 P . 己已> に進んでください。 




♦この画面で設定した内容は、[詳細設定] 

画面にち反映されます 

クイック設定 

詳細設定 

[設定ページのアクセス権] 

[管巧コマンド-設定]-[ユーヴ-パスワード変更] 

[基本設定] 

[ルータ設定] 一 [WAN] 


♦自動的に設定されるフィルタについて 

クイック設定を行ラと、自動的にフィルタが設定されます。フィルタの内容については、活用ガイド〜 
初級編「自動設定されるフイルタについて」を参照してください。 
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インターネツトに接続しましよ 


Web ブラウザが起動していない場合は起動します。 




2 


URL を入力する欄に、 rhttp://\AAA/w.ntt-me.co.jp/mnl 28/」と入力します。 


フ 7 イル(り g 実の表示がわ筑こ入り曲ツ-ルのヘルプお） 

0戻る - sj 凶图ご/なまなも‘尉こ M ザィ 

アドレ/'■屯) J #] Mtp://ww 化 n け- me.co.jp/mn128/ _ 


3 


[Enter] キーを押しまず。 


MN1 28ホームぺージび表示されます。 




MN 

mforrnstion 


一也 


70- W り H — と ISONMIMMK 
MN 128 ’ iVMltv -* け ce .« ONA —*. 

シリ ー Z TASeiSDNfiTa- ド似ド —* 

«1«9< ン >» フ， 


1 . 1 .^: J ..一,'.，- .，"••なた 

nn.M.ti 11011•が DcUB r n.— ■ ■ i ‘••rtucwf し*し t. 

•I.'l: ' g.w I .。，― .' 一，； ，こた.…、 

nH.H.N ""in HVCK EUCTm 。 ，> — —i ク WM^KTl- : レ 


これでインターネットに接続できるよラになりました。ほかの LAN ポートに別のバソコンを接続し 
て、同じように Web ブラウザか5インターネットに接続することを確認してみましよう。 



参インターネットに接続でさないとさは 
「プ□バイダに接続でをない」 〈 P .1 已1〉をお読みください。 


◎ PPPoE マルチセッションを使用する方は 「 PPPoE マルチセッションを利用ずる」 〈 P . 已白> へ進 
んで < ださい。 

◎無線 LAN を構築したい方は r 対応無線 LAN 力ードを使う」 〈 P .71> へ進んでください。 

◎ F 0 MA / PHS / モデムの対応 PC 力ードを使いたい方は 「 FOMA / PHS / モデムの対応 PC 力ードを 
使ラ」 〈 P .83〉 へ進んでください。 

◎電話機や FAX を使いたい方は情話機や FAX を使いましょう」 〈 P . 日1〉へ進んでください。 


ブ□-ドバンドで V ンタ-ネットに讓しましよう 
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PPPoE マルチ七ツシヨンを利用する 


本製品では、 PPPoE マルチセッション機能を使用することができます。この機能により、通常のインター 
ネット接続をしたままフレッツ•スクウェアや、速度測定サイト （NTT 東日本エ U アの東京、巧奈リし千 
葉、埼玉エ U アを除く）などへ同時に接続を行ラことがでさます。 

本製品の PPPoE マルチセッションの設定を行ラと、フレッツ-スクウェアや速度測定サイトなどの URL 
を Web ブラウヴで指定するだけで、相手先に自動的に接続することがでさます。 

ここでは、次のような接続例を挙げて解説します。（各設定項目の詳しい設定方法については、「ヴプセッ 
シヨンの設定項目について」く P. 曰目> を参照してください） 



※宛先ドメイン名の先頭には「」び設定されています 


フレッツ-スクウェアを利用する 

通常接続するインのプ□バイダとしか契約していない場をでち、目フレッツまたはフレッツ - ADSL ユー 
ヴであれば、フレッツ-スクウェアに無料で接続でさます。フレッツ•スクウェア用の設定を行い、接続 
してみましよラ。 


PPPoE マルチセッションを利用する場合は、メインセッションの設定を巧います。設定ぺージのメニュー 
から [ブ□ー ドバンドで接続] 一 [PPPoE (端末型)]または [ PPPoE(LAN 型)]をクリックします。 

方インの設定欄に、通常接続するプ□バイダを設定します。 


乃イルの宙集®まモ M 入〇必ツ—ルの〜•レブ地 

〇戻を•。.因国江なまザ* 


巧じ’.*国 


アドレス屯 ) jg http ：// 192.168 0.1/ 


さ e so-o 

旧 3 


MNl28-SOHO-IB3 
Ver.1.30 

脱へ 

クイック設定 
贈□-ドィ 

- PPPoE (巧末な） 

- PP 内 E(LA 他） 


-DHCP 

-Static 


\ に DN 1 
-巧末型ダイヤルアップ 



サービス客 

ヴロバイダかろち筋れた B 的)み入力） 
送信 ユーザ ID 
送信バスヮード 
DNS サ-バアドレス 


luserSxxxne.ip 


[172.16.15.3 


已巨 



































































































フレッツ-スクウェアの設定を行います。 

本製品の [PPPoE 設定：ヴブ#1/ヴブ #2] には、フレッツ•スクウェア （NTT 東日本/ NTT 西日本）用の 
設定び用意されています。どち5か利用するヴブセッションの[扮下の内容で設定を行ラ]をチェックし 
て < ださい。 


JU 下の巧吝で設定を行う 

( 囚1:ホ設定:を插巧手先豈揉#2 ) 

巧手先を巧 

ゥツ•スク I ア (NTT ま日本） 

就盛 —一…’.… ， 11- 

送信ユーザ ID 

guest か lets 

送信バスワード 

- - - 

- _ 

DNS サ—バアドレス 1 


^チIックします。（チェックしないと設定されないので注意 
して < ださい） 

—— NTT 東日本の場合は 「guest」、NTT 西日本の場含は 「flets」 
び設定されています。 

1—r.fletsj び設定されています。先頭の「」を削除すると、 
正し<接続されないのでご注意<ださい。 


巧先ドメインを/巧先アドレス 
ブ□トコル 
巧先ボートを号 
送ち元アドレス 



LAN 上のパソコンのうち、フレッツ-スクウェアへ接続す 
るパソ]ンを限定したいときは、陪信元アドレス]で設定 
します。0^「サブセッションの設定項目について」 〈P. 己9〉 


3 メインセッション、フレッツ•スクウェアのヴブセッションの設定が終わった6、[設定]ボタンをクリッ 
クしまず。確認のダイア□グが表示された！5、[はい]ボタンをクリックしてください。 

※お使いの Web ブラウヴによっては、確認のダイア□グび表示されないことびあります。 


4 フレッツ-スクウェアに接続してみましよう。 Web ブラウザのアドレス入力欄に、 「http://www.flets/」 
と入力します。 


[Enter] キーを押してフレッツ•スクウェアのホームページび表示されれば、サブセッションび確立して 
います（画面は一例です)。 


k ブけぶ。仏 4 が I 



速度測定サイトを利用する 


NTT 東日本エ U ァの東京、巧奈川、千葉、埼玉エ U ァを除<地域で、各道府県ごとに設置された速度測定 
サーバを利用するには、あらかじめ用意されたサブセッション#4を使用します。 



□ 

I 

ド' 

パ' 

ン 

ド' 

で 

-r 

ン 

夕 

I 

ネ 

ジ 


に 

接 

続 


ま 


ぶ 

ラ 


PPPoE マルチセッションを利巧ずる場合は、メインセッションの設定を行います。設定ページのメニュー 
か！5 [ブ□ー ドバンドで接続] 一 [PPPoE (端末型)]または [PPPoE(LAN 型)]をクリックします。 


メインの設定欄に、通常接続するプ□バイダを設定します。 


旧3 


I MN 128 -SOHO-IB 3 


がゴ^^^ 


-DHCP 

-Static 


当5^化及] a 

□グインユーザの 

laditiin 1 

□グイン"スワード 

ir 1 

□グインパスワ-ド(再入力） 

f_1 

1迅-つ* W 

W 下の内客で IS をを行う 

囚（設を巧;ち窝巧手た登録# 0) 

巧ホ巧をホ 

け□バイの 1 

ヴーピスを 

け□バイダから巧ち3打た1恥み入力） 


送巧ユーザ ID 

|u 巧 r •"义 ne jp I 
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速度測定ヴイトの設定を行いまず。 

本製品の [ PPPoE 設定：ヴブ #4] には、速度計測ヴイト巧の設定が巧意されています。拟下の内容で設 
定を行う]をチェックしてください。 



チェックします。（チェックしないと設定されないのでま 
意して < ださい） 

「 speed 」 び設定されています。 


「. speed 」 び設定されています。先頭の「」を削除すると、 
正しく接続されないのでご注意ください。 

L 冉 N 上のパソコンのラち、速度測定サイトへ接続ずるパ 
ソコンを限定したいときは、[送信元アドレス]で設定し 
ます。「サブセッションの設定項目について」 〈 P . 已9〉 


3 設定が終わった！5、[設定]ボタンをク U ックします。確認のダイア□グが表おされた5、[はい]ボタン 
をクリックして < ださし、。 

※お使いの Web ブラウヴによっては、確認のダイア□グび表示されないことびあります。 


4 速度測定ヴイトに接続してみましよラ。すでにご契約の回線の最大セッション数を接続されている場合は、 
設定ページのメニューか5 [切断/接続状況]^ [ PPPoE ] を選択し、どち5かを切断してください。 

Web ブラウザのアドレス入力欄に、 「 http :// flets . speed /」 と入力します。 

[ Enter ] キーを押して速度測定のホームページび表示されれば、サブセッションび確立しています（画面 
は一例です)。契約しているフレッツサービスをク U ックすると、速度を計測できます。 
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^^Point! 

♦最大 4 箇所まで同時接続可能です 

異なる複数の PPPoE セッションを、最大4箇所まで同時に接続することびできます。ただし、ご契約の 
回線の PPP セッションの上限値び4箇所よりみない場合は、その上限値までの同時接続となります。 
NTT ま日本エ1」アでは、 B フレッツで2〜4セッション、フレッツ- ADSL で2セッションび利用でき 
ます。 NTT 西日本エ U アでは、 B フレッツで！〜20セッション、フレッツ • ADSL で！〜5セッション 
び利用でをます。ただし、 NTT 西日本エ1」アの場合、利用するセッション数によって申込みまたはフレ 
ッツ•プラスの契約び必要になります。评成1己年9月現在） 

詳細、最新情報につし、てはじ(下ホームぺージを参照してくださし、。 

NTT ま日本 http :// flets . com / 

NTT 西日本 http :// www . ntt - west . co . jp / flets / 


♦サブセツシヨンの設定項目について 

接続する相手先に応じて、を項目を設定してください。サブの接続固ちの設定項目は次のとおりです。 


宛先ドメイン名 
/宛先アドレス 

接続相手先のドイン名、または IP アドレスを指定します。インターネットに接続する際、ここ 
で指定したド><イン名や|ドアドレスで発信すると、この相手先へ接続されます。ただし、ドメイ 
ン名と IP アドレスを同時に指定することはでをません。 

•カンマで区切って、4つまで i 受定でをます。 

• IP アドレスの場合、ノ Vイフンで区切ってアドレスの範囲を指定することちでさます (xxx.xxx.xxx.xxx- 

yyy.yyy.yyy.yw)。 

-空欄または*ですベての宛先び対象となります。 

(例）ホスト名の指定と、接続対象となる宛先 
.jp :最鶴に. jp びつくサイトすベて 
.co.jp :最後に. co.jp びつくサイトすベて 

.www.ntt-me.co.jp :最後に www.ntt-me.co.jp びつくサイトすべて 

(例： host.www.ntt-me.co.jp. host2.www.ntt-me.coJp び該当します 
び www.ntt-me.co.jp は対象になりません） 

www.ntt-me.co.jp : "www.ntt-me.co.jp" のみ（先頭に「」びついている場合との違いに注意 
してください。） 

なお、本製品の冉 utoDNS 機能を OFF にした場合、宛先ドメイン名を指定しても無効になります。 

プロトコル 

使用するプ□トコルを限定したいときに]つだけ設定します。二ーモニック （espi gre. icmp, 
ipencap, tcp，udp) またはプ□トコル番号で指定します。空欄または*ですベてのプ□トコル 
び対象となります。 

宛先ポート番号 

TCP、UDP プ□トコルで宛先ポート番号を限定したいとをに設定します。ニーモニック、また 
はポート番号で指定します。空欄または*ですベてのポートび対象となります。 

送信元アドレ 
ス 

LAN 上のパソコンのラち、その相手先に接続でをるパソコンを限定したいとをに設定します。 
接続できるパソコンの IP アドレスを、次のように指定します。 

• xxx.xxx.xxx.xxx の形式で設定します。（例：192.168 .0.3) 

•从イフンで区切ってアドレスの範囲を指定できます。（例：192.168 .0.3-1 日 2.1 已 8.0 .已） 
•末尾に/で区切ってサブネットマスク長を指定できます。（例： ] 目 2.1 色 8.1.0/2 日） 

•空欄ま口ま*ですベての宛先び対象となります。 


◎フレッツ-グループアクセスの設定方法については、活用ガイド〜中-上級編を参照してください。 

◎無線 LAN を構築したい方は r 対応無線 LAN 力ードを使う」 〈 P .71> へ進んでください。 

◎ F 0 MA / PHS / モデムの対応 PC 力ードを使いたい方は 「 FOMA / PHS / モデムの対応 PC 力ードを 
使ラ」 〈 P .83〉 へ進んでください。 


ブ□-ドバンドで V ンタ-ネットに讓しましよう 


◎電話機や FAX を使いたい对ま情話機や FAX を使いましょう」 〈 P . 日1〉へ進んでください。 
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VoIP アダプタをほ用するには 


本製品では、 VoIP アダプタを利用して IP 電話機能を使用することびでをます。 


あらかじめ確認してください 


参 IP 電話ヴービスを提供しているプ□バイダと契約ずる必要びあります。 

参 VoIP アダプタは、 NTT ま曰本、または NTT 西日本の製品のみ対応しています。 

参 VoIP アダプタは別途ご用意ください。 

参 VoIP アダプタの接続、および設定ち法は、 VoIP アダプタの取扱説明書を参照してください。 


IP 電話サービスを契約したプ□バイダをメインセッションにします 

I P 電話サービスを使用するプ□バイダは、必ずメインセッションにしておさます。 



UPnP 機能び ON になっている必要びあります（購入時の設定です) 


詳細設定ぺージの [UPnP 設定]で、山 PnP 機能]を [ OFF] に変更した場合は、 [ON ] にします。 




1 

1 

UPnP 機能 

©ON O 0 FF 


A ま意 

[UPnP ポート自動削除設定]で時間を設定している場合、 VoIP アダプタでの通信が無くなってか 
5指定時間が経過ずると、 VoIP アダプタにより設定されていたポートが自動的に閉じます。この 
場合、その後の通話がでさなくなりますので、再度 VoIP アダプタの電源を入れ直して下さい。 


常時接続の設定にしておく必要びあります 


自動接続制限機能や、自動切断機能を設定した場合、通話中に切断されることびあります。 
なの設定項目を変更し、自動接続制限や自動切断機能を使わないよラに設定してください。 


最大猛時間 |〇 か 

白動切断女 -r マ 1 1〇_ 

巧用するタイマ I稱こタイマ 1 



終了時刻で強制切が 〇しないのする 


料金による制限 __ ] 円/日 

縣売回巧による制限 |〇/6〇 回 /分 

ホ大按綱寺巧径巧齡自お職 © 不奸巧〇巧巧 

日寺間帯による制限 。 


各項目を「日」にします。 


60 























































